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埋
甕
集
団

の
構
成

と
婚
姻

シ
ス
テ

ム

丹

羽

佑

一

一

は

じ

め

に

本
稿
は
、
縄
文
中
期
後
半
の
屋
内
埋
甕

を
と
り
上
げ
、
そ
の
横
築
方
法
を
分
析

　こ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
埋
甕
と
い
う
活
動
形
態
を
と

っ
た
集
団
の
構
成
と
当
時

の

婚
姻
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

「
埋
甕
」
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
従
来
の
研
究

を
紹
介
し
、
埋
甕
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
ニ
　

ニ
ご

　
　
　

㈲

従
来
の
研
究

従
来

の
研
究
は
、
幼
児
埋
葬
器
論
、
胎
盤
収
納
器
論
、
建

　
　
　

築
儀
礼
用
器
論

の
三
つ
に
整
理
で
き
る
。

　
　
　

幼
児
埋
葬
器
論
は
、
埋
甕

の
大
部
分
が
住
居
出
入
口
推
定
部
に
見

つ
か
る
こ
と

よ
り
、
埋
甕
は
人
の
出
入
の
激
し
い
場
所

に
あ

っ
て
、
人
々
に
跨
が
れ
る
も
の
、

と
の
規
定
と
、
死
亡
し
た
幼
児

の
魂
を
母
親
の
胎
内
に
転
生
す
る
こ
と
を
希
望
し

て
、
炉
の
下
、
敷
居
の
下
等
、
母
親
が
そ

の
上
や
近
く
を
よ
く
跨
ぐ
場
所
に
幼
児

を
埋
葬
す
る
民
族
風
習
が
存
在
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
よ
り
成
立
し
て
い
る
。

胎
盤
収
納
器
論
は
、
幼
児
埋
葬
器
論
同
様
の
発
掘
所
見

へ
の
規
定
と
、
後
産
を

人

の
出
入
の
激
し
い
所
に
埋
め
、
よ
く
踏

ん
で
も
ら
う
と
、
幼
児
自
身
も
元
気
に

育

つ
、
と
い
う
民
俗
感
染
呪
術
例
よ
り
成
立
し
て
い
る
。
以
上
二
つ
の
論
議
は
、

い
つ
れ
も
埋
甕
な
る
遺
構
の
多
く
が
入

口
部
に
あ
る
と
い
う
空
間
特
性
を
重
視
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
建
築
儀
礼
用
器
論
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
潮
見
台
遺
跡
中
期
後
半
の
屋

内
埋
甕
の
構
築
方
法
の
分
析
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
根
拠
は
、
埋
甕
の
構

築
が
住
居
の
炉
や
柱
と
同
様
に
、
住
居
の
新
、
改
築
の
際
に
予
じ
め
予
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
住
居
の
新
、
改
築
に
あ
た
っ
て
、
埋
甕
が
出
入
口
部
に
構

築
さ
れ
、
そ
の
内
に
供
犠
さ
れ
た
動
物
や
、
供
進
さ
れ
た
食
物
が
納
め
ら
れ
、
建

築
儀
礼
が
遂
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
又
、
そ
の
出
入
口
部
に

在
る
と
い
う
空
間
特
性
に
、
住
居
の

「
踏
み
こ
ら
し
」
と
い
う
建
築
儀
礼
を
想
定

し
て
い
る
。
こ
の
論
議
は
、
埋
甕
の
構
築
さ
れ
る

「
時
」

(時
間
特
性
)
を
分
析

し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

以
上
、

「埋
甕
」
に
対
す
る
三
つ
の
論
議
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
当
否
は
、

埋
甕

の
機
能
を
容
器
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
内
容
物
の
如
何
に
よ

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
発
掘
調
査
の
成
果
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
前
二
者
の
成
立
に

お
い
て
は
、
民
族
学
、
民
俗
学
等
関
連
学
援
用
上
の
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ぽ
な

　
　
　

ら
な
い
。
建
築
儀
礼
用
器
論
は
、
改
築
に
よ
る
埋
甕
保
有
か
ら
喪
失

へ
の
、
又
そ

の
逆
の
変
遷

へ
の
解
釈
等
、
諸
遺
跡
に
お
い
て
住
居
構
築
の
あ
り
方
と
埋
甕
構
築

の
関
連
性
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
三
者
は
、
埋
甕
機
能

の
復
原
を
目
的
に
し
て
い
る
が
、
本

稿

の
目
的
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は
、

「埋
甕
集
団
」
及
び
そ
の

「
構
成
」
の
復
原
で
あ
る
。
確
か
に
、
幼
児
埋
葬

器
論
、
胎
盤
収
納
器
論
で
は
埋
甕
祭
式

の
主
役
は
母
親
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
民
族

誌
例
、
民
俗
誌
例
か
ら
の
類
推
で
あ
る
。
土
器
は
そ
れ
自
身

で
は
埋
甕
に
な
ら
な

い
。
集
団
所
究
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
埋
甕
か
ら
如
何
に
し
て
埋

甕
集
団
及
び
そ
の
構
成

の
復
原
が
可
能

か
。
ω

分
析
方
法

ω

資
料
の
条
件

鋤

基
礎
と
な
る
考
え
方
と
分
析
方
法

の
二
項
目
を
設
け
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

ω

分
析
方
法

D

資
料
の
条
件

「
埋
甕
」
と
呼
ぼ
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
屋
内
、
屋
外

の

別
が
あ
り
、
屋
内
に
お
い
て
は
、
奥
室
、
炉
辺
、
側
室
、
前
室
、
入

口
部
に
分
か

　ル
　

れ
、
土
器
の
埋
け
方
に
お
い
て
は
、
天
地
を
そ
の
ま
ま
に
す
る

「
正
位
」
と
、
天

地
を
逆
に
す
る

「
逆
位
」
が
あ
る
。
そ

の
土
器

の
形
を
み
る
と
、

口
縁
を
欠
く
も

の
、
胴
上
半
を
欠
く
も
の
、
胴
下
半
を
欠
く
も

の
、
底
部
を
欠
く
も

の
、
底
に
穿

孔
を
も

つ
も
の
、

口
縁
も
底
部
も
欠
く
も

の
等
多
様
で
あ
る
。
石
蓋
を
持

つ
も
の

ニ

　
　

も
あ
る
。
時
期
を
み
る
と
、
縄
文
時
代
早
期
後
葉
に

一
例
あ
り
、
中
期
に
至

っ
て

盛
行
、
後
期
中
葉
ま
で
続
く
。
地
域
的

に
も
現
在
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
、
中
部
、

北
陸
、
東
海
、
近
畿
東
部
に
拡
が

っ
て

い
る
。

こ
の
様
な
状
況
で
は
、

「
埋
甕
」

一
般
を
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

埋
設
土
器
の
形
態
に
至
る
や
、

一
遺
跡

一

時
期
に
お
い
て
も
多
様
な

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
つ
の
活
動
は
、
現
象

的
に
は
限
定
さ
れ
た
時
間
、
空
間
、
資
材
、

集
団
の
結
合
に
よ

っ
て
成
立
し
、
特
定

の
形
態
と
し
て
残
存
す
る
。

こ
の
活
動
に

　コ
　

特
定
の
形
態
を
与
え
る
も

の
が
、
活
動

の
目
的
と
伝
統

・
地
域
性
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
諸
目
的
の
錯
綜
が
形
態

の
多
様
性
と
映
り
、
諸
伝
統

・
地
域
性
の
重

複
が
多
様
性
を
助
長
す
る
。
よ

っ
て
、

適
切
な
視
点
に
基
づ

い
て
特
定
の
形
態
を

抽
出
し
、
そ
れ
を
目
的

(機
能
)
、

地
域
、
時
代
に
対
応
さ
せ
得
る
な
ら
ぽ
、
我

　
コ
じ

々
は
特
定
の
活
動

の
存
在
、
そ
の
伝
統

・
地
域
性
を
把
握
し
得
る
で
あ
ろ
う
し
、

当
然
各

々
を
担
う
集
団
を
想
定
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の

「
ま
と
ま
り
」
と
は

一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず

言
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
は
活
動
を
直
接
行
な
う
集
団
と
し
て
で
は
な
く
、
活
動
の

存
在
と
目
的
と
を
知

っ
て
お
り
、
そ
の
方
法
を

一
定

の
時
空
の
拡
が
り
に
お
い
て

共
有
す
る
集
団
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
空
の
拡
が
り
は
、

　
ニ
ニ
　

集
団
の
意
志
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
拡
が
り
は
、
縄
文
文
化
を
考
え
る
上
で
の

「
埋
甕
」
と
い
う
遺

構
概
念
の
規
定
に
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
拡
が
り
に
お
い
て

捉
え
ら
れ
る
人
々
の
ま
と
ま
り
は
、
活
動
す
る
集
団
と
し
て
の
実
体
を
欠
く
も
の

と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
我

々
が
問
題
に
す
る
、
埋
甕
を
構
築
し
、
使
用
し
、
廃
絶

す
る
集
団
で
は
な
い
。

「
縄
文
文
化
」
を
創

っ
た
人
々
で
は
な
く
、
遺
跡
を
創

っ

た
人

々
で
も
な
く
、
そ
こ
に
足
跡
を
残
し
た
人
々
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

我

々
は
、
遺
跡
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
遺
跡
に
還
元
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

我

々
に
は
、
埋
甕
の
分
布
を
覆
い
尽
く
す
膨
大
な
資
料
で
は
な
く
、
埋
甕
を
構
築

し
、
使
用
し
、
廃
絶
す
る
、
そ
の
過
程
を
明
確
に
し
得
る
資
料
を
必
要
と
す
る
の

で
あ
る
。

恥

基
礎
と
な
る
考
え
方
と
分
析
方
法

私
は
先
に
、

一
つ
の
活
動
は
、
現
象

的
に
は
限
定
さ
れ
た
時
間
、
空
間
、
資
材
、
集
団
の
結
合
に
よ

っ
て
成
立
し
、
特

定

の
形
態
と
し
て
残
存
す
る
が
、
こ
の
活
動
に
特
定
の
形
態
を
与
え
る
も
の
は
、

活
動

の
目
的
と
伝
統

・
地
域
性
で
あ
る
、
と
し
た
。
こ
の
考
え
方
を
さ
ら
に
進
め

る
と
図

一
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
或
る
集
団

(母
集
団
)
に

一
つ
の
目
的
が
発
生

す
る
と
、
彼
ら
は
周
囲
に
在
る
全
て
の
資
材
、
時
間
、
空
間
か
ら
、
そ
の
目
的
に

見
合
う
資
材
、
時
間
、
空
間
を
選
択
す
る
。
又
、
選
択
は
彼
ら
の
環
境
だ
け
で
は

な
く
、
彼
ら
自
身
に
も
行
な
わ
れ
る
。

一
つ
の
目
的
に
見
合
う
人
員
の
選
択
で
あ

る

(以
後
、
基
に
な
る
集
団
を
母
集
団
、
選
択
さ
れ
た
人
員
の
ま
と
ま
り
を
目
的

集
団
と
す
る
)。

目
的
集
団
も
又
、
時
間
、
空
間
を
そ
の
属
性
と
し
て
合
わ
せ
持

つ
。
以
上
が
活
動
の
第

一
段
階
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
資
材
、
資
材
の
所
在
を
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示
す
時
間
、
空
間
と
、
目
的
集
団
と
そ
の
所
在
を
示
す
時
間
、
空
間
、
こ
れ
ら
が

一
対

一
に
対
応
し
た
時
、
活
動

の
第
二
段
階
が
始
ま
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
活
動

は
資
材
の
特
定
の
形
態
に
変
換
さ
れ
る
。
次
い
で
、
第
三
段
階
の
使
用
、
第
四
段

階
の
廃
絶
と
続
き
、
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
な
お
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
第

一
段
階
の
選
択
、
第
二
段
階
の
資
材
の
変
形
、
第
三
、
第
四
段
階
の
活
動
の
方
法

を
決
定
す
る
の
は
、
目
的
で
あ
り
、
伝
統

・
地
域
性
な
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
目
的
の
発
生
か
ら
達
成
に
お
け
る
資
材
、
時
間
、
空
間
、
集
団
の
関

係
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
次
の
事
柄
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
母
集
団
か
ら
の
人

員
の
選
択
は
、
目
的
集
団
の
構
成
を
指
し
、
そ
れ
は
環
境
か
ら
の
資
材
、
空
間
、

時
間
の
選
択
に
対
応
す
る
。
又
、
目
的
集
団
は
資
材
、
空
間
、
時
間
の
結
合
し
た

特
定
の
形
態
に
対
応
す
る
。

し
た
が

っ
て
、

「
集
団
」
は
特
定
の
形
態
を
し
た
遺

構
、
或
い
は
遺
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の

「構
成
」
は
特
定
の
形
態
を
構
成
す

る
資
材
の
形
、
空
間
、
時
間
の
特
性
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
埋
甕
な
る
も
の
は
、
当
然
な
が
ら
人

々
の
あ

つ
ま
り
で
は
な
い
。
そ

の
活
動
の
結
果
が
埋
甕
と
し
て
残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
埋
甕

集
団

の
実
体
は
、
ど
の
様
に
し
て
把
握
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
述
し
て
き
た
考
え
方
の
基
本
に
母
集
団
が
あ
る
。
埋
甕
集
団
と
い
う

一
つ
の

目
的
集
団
は
、
母
集
団
か
ら
選
択
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
母
集
団

の
実
体
と
そ

の
選
択
の
内
容
が
わ
か
れ
ぽ
、
埋
甕
集
団
の
実
体
が
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

ず
母
集
団
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
埋
甕
が
屋
内
に
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
埋
甕
構
築
住
居
構
成
員
を
想
定
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
関
連
し
て

重
要
な
こ
と
は
、
埋
甕
を
構
成
す
る
諸
要
素
-
埋
設
土
器
、
時
間
、
空
間
の
環
境

に
住
居
の
構
成
諸
要
素
を
想
定
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
次
の

問
題
、
「選
択

の
内
容
」
は
、
以
下
の
様
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
選

択
の
内
容
」
は
、
埋
甕
構
成
諸
要
素
の
特
性
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
特
性

と
は
、
住
居
構
成
諸
要
素
と
埋
甕
構
成
諸
要
素
と
の
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
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で
あ
る
。

以
上
、
本
稿

の
目
的
、
分
析
方
法
、
基
礎
と
な
る
考
え
方
を
述
べ
た
。
次
に
、

天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
を
と
り
上
げ
、
具
体
的
に
埋
甕
集
団
に
つ
い
て
分
析
し
て
み

よ
う
。二

天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
の
分
析

コ

　
　

㈲

増
野
新
切
遺
跡

(長
野
県
下
伊
那
郡
高
森
町
)

(図
二
～
五
)

ω

遺
跡
の
概
観

本
遺
跡
に
お
い
て
中
期
前
半
の
住
居
趾

一
一
基
、
後
半
の

　ニ
ハ　

住
居
吐
七
六
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
南
北
に
弧
状
に
連
な
る

住
居
肚
群
の
中
央
部
の
調
査
結
果

で
あ
り
、
そ
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
埋
甕

コ

セ
　

は
、
中
期
後
半
の
三
三
基
の
住
居
駈
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
時
期
別
に
み
る
と
、

1
期
○
、
H
期

一
一
ー

二

一

(二

一
基
中

一
一
基
が
持

つ
)、
皿
期
二

一
ー
二
九
、

W
期

一
-

一
九
、
と
な
る
。
し
か
し
、
住
居
の
全
容
が
不
明
の
為
、
分
有
関
係
は

明
確

で
な
い
。
よ

っ
て
、
主
に
埋
甕

の
構

築
空
間
、
時
間
、
埋
設
土
器
を
観
察
す

る
Q鋤

構
築
空
間

埋
甕
の
構
築
空
間
を
観
察
す
る
と
、

入
口
部

(四
三
例
)、

奥
室
部

(
一
例
D

一
五
号
)、
炉
辺
奥
壁
側

(
一
例
D

一
〇
号
)
、
右
側
室
部

(二

例
B
二
七
号
、
D
二
九
号
)、
左
側
室
部

(三
例
B
二
六
号
、
D
四
四
、
四
六
号
)、

と
な
る
。

以
上
は
、
本
遺
跡

の
住
居
床
面
に
穴
を
掘
り
、
土
器
を
埋
設
し
た
遺
構
全
て
の

位
置
を
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。
大
部
分

の
も

の
は
、
入
口
部
に
あ
る
。
し
か
し
、

少
数
で
あ
る
が
、
奥
室
や
左
右
側
室
部
に
も
存
在
す
る
。

「
埋
設
土
器
の
形
態
」

の
項
に
お
い
て
も
述
べ
る
が
、
入
口
部
の
も
の
は
正
位
、
左
右
側
室
部
の
も
の
は

コ

　
　

底
部
穿
孔
逆
位
で

「伏
甕
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
奥
室
部
の
二
例
は
正
位

で
あ
る
が
、
床
面
に
あ
け
た
穴
が
浅
く
、
土
器
を
埋
設
し
た
と
い
う
よ
り
、
据
え

た
型
に
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
埋
甕

で
は
な
い
。
こ
の
様
に
、
空
間
の
差
異

室

辺

室

室

口

奥

炉

前

側

入

中心軸

A
一

B

c

D8号

 

簿
～
〔

/

/
簸

E

、

B27月

/

亀o埋 甕

◎ 伏甕

B26号'111D25

増 野新切遺跡屋内空問の分割(rri線 は15一文亀献 に加筆 した ものである)

 

`

図2



丹羽:埋 甕集団の構成と婚姻システム43

思の

る
◎

B7号

 

O

ー

〆

＼
--

」
「

ヂ
ー

ー

B9号

O

α
。四

B11号

 

ζ
ー

と
埋
設
の
方
法

の
差
異
が
厳
密
に
対
応
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
以

上
の
観
察
か
ら
、

「
埋
甕
」
と
呼
び
得
る
も
の
は
入
口
部
に
あ
る
も
の
だ
け
で
あ

る
。鱒

構
築
時
間

埋
甕
と
時
間
の
関
係
を
、
各
住
居

の
改
築
と
埋
甕
構
築
の
あ

り
方
を
中
心
に
観
察
す
る
と
、
次
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

ω

新
旧
両
床
面
に
各

々
埋
甕
が
構
築
さ
れ
る
。
D

一
、
ω
、

一
四
号

(以
上

は
改
築
に
お
い
て
住
居
中
心
軸
の
移
動
が

み
ら
れ
る
)
、

B

一
一
、

二
五
号
、

D

二
二
、

三
二
号

(以
上
は
改
築
に
お
い
て
中
心
軸
の
移
動
は
な
い
)
、

の
住
居
趾

に
み
ら
れ
る
。
新
旧
埋
甕

の
配
列
は
、
前
者
に
お
い
て
各

々
の
住
居
中
心
軸
上
に

別
れ
て
在
り
、
後
者
に
お
い
て
は
中
心
軸
上
に
古
い
も

の
か
ら
新
し
い
も
の
の
順

番
で
内
か
ら
外
に
直
列
に
並
ぶ
。
ω
の
場
合
は
、
こ
の
様
に
次
々
と
埋
甕
が
構
築

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
新
旧
複
数
の
埋
甕
が
共
存
す
る
の
か
ど
う
か
、
次
に

検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
資
料
と
し
て
、
ω

貼
り
床

の
施
工
、
@

石
蓋
の
設

号

、

枷

/
⑲
∴

,

ー

二し
l
l
j
～

-

B25号

 

コノ

ヤ

ー

～

01.6m3.2m

o埋 甕 ×石棒 』≡』

図3増 野新切遺跡住居肚実測 図(注15文 献 よ り)

 

備
、
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ω
に
つ
い
て
み
て
み
ょ
う
。
D

コ
ニ
、

一
四
、

三
二
号
、
B

一
一
号
の
古
い
埋
甕
に
は
貼
り
床
が
あ
る
。

一
方
、
B
二
五
号
、
D

一
号
の
そ
れ
に
は
貼
り
床
が
無
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
者
に
お
い
て
は
、
旧
埋

甕
は
、
遅
く
と
も
改
築
時
に
廃
絶
さ
れ
、
改
築
後
の
新
埋
甕
と
は
共
存
し
な
い
。

後
者
に
お
い
て
は
共
存
の
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
@
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
D

一
四
号
で
は
新
し
い
埋
甕
に
石
蓋
が
伴
い
、
古
い
埋
甕
に
は
貼
り
床
が
施
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
D

一
三
号
の
新
旧
三
つ
の
埋
甕
で
は
、
中
間
期
の
も
の
に
石

蓋
が
伴

い
、
新
古
の
も
の
に
は
、
埋
土
、
貼
り
床
が
認
め
ら
れ
る
。
埋
甕
が
容
器

の
機
能
を
も
つ
と
仮
定
す
る
と
、
石
蓋
は
当
然
機
能
中
の
埋
甕
に
伴
う
。
D

一
四

号

の
あ
り
方
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
。
よ

っ
て
、
D

一
三
号
の
あ
り
方
は
、
中
間

期

の
埋
甕
が
新
し
い
埋
甕
の
廃
絶
後
ま
で
存
続
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
新
し

い
埋
甕
と
中
間
期
の
埋
甕
が

一
時
共
存
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
又
、
B
二
五

号
は
、
貼
り
床
の
項
で
新
旧
の
共
存
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
二
つ
の
埋
甕
に
伴
う
石
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D1号
Ψ 一 一NJ-一

ノ/飛 、
畿y⑨
て
で
㌔

,
3

噛

D15号

f

～

㍉

〆 O

4
・

N

/

D12号

メ
@/◎

◎

D32号

p3.2m6.4m

o埋 甕 ×石棒
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の
構
成
に
お
い
て
も
、
D

一
三
号
に
類
似
し
、
そ
の
推
定
を
裏
付
け
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
石
蓋
は
、
埋
甕
に
添
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
表
現
が
適
切
で
、

上
を
覆

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
遅

く
と
も
、
住
居
廃
絶
時
に
機
能

の
廃
絶
が

も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
二
例
で
は
あ
る
が
、
二
個
の
埋
甕
が
共
存
し
得
る
こ
と
、
そ
の
期
間
は

長
く
て

一
住
居
存
続
期
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
又
、
埋
甕
構
築

の
契
機
を

想
定
す
る
と
、
新
、
改
築

の
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
但
し
、

こ
れ
は
埋
甕

の
時
間

を
住
居
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ

ル
で
観
察
す
る
と
い
う
条
件
に
原
因
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
埋
甕
廃
絶

の
契
機
は
、

D

一
三
号
の
新
し
い
埋
甕

の
場
合
、
住
居

の
廃
絶
で
は
な
い
と
い
え
る
。

②

一
時
期
の
床
面
に
複
数

の
埋
甕

が
構
築
さ
れ
る
。
B
二
〇
号
、
D
三
七
号

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
埋
甕
は
並
列
す
る
。
共
に

一
方

の
埋
設
土
器
は
底
部

周
辺
の
み
で
、
皿
状
を
呈
し
、
他

の
埋
甕
と
異
な
る
。
埋
甕
構
築

の
共
通
性
だ
け

で
な
く
、
土
器
の
形
態
も
類
似
す
る
の
で
あ
る
。

一
時
期
に
複
数

の
埋
甕
が
共
存

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
D
三
七
号
を
み
る
と
、
皿
状

の
埋
設
土
器
は
、
当
初
普

通
の
形
を
呈
し
て
い
た
が
、
破
壊
さ
れ
床
面
下
に
埋
め
込
ま
れ
た
、
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
三
七
号
に
限
れ
ば
、
二
つ
の
並
列
す
る
埋
甕
は
、
厳
密
に
は
共
存
し
な

い
と
い
え
る
。
又
、
並
列
と
い
う
配
列

の
形
式
を
考
え
る
時
、
改
築
前
に
新
た
な

埋
甕
構
築
が
必
要
と
さ
れ
た
場
合
、

こ
の
様
な
配
列
形
を
と
っ
た
も
の
か
と
も
推

・
察
さ
れ
る
。

㈹

二
時
期
の
床
面

の
い
ず
れ
か
に

一
個
の
埋
甕
が
構
築
さ
れ
る
。
B
九
、

一

〇
、
二
三
号
、
D

一
二
、
三
〇
号
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
時
期

の
床
面
と
は
、

こ
の

場
合
柱
の
建
直
し
を
表
現
し
た
も
の
で
、
床
面
積
の
異
動
は
殆
ん
ど
無
い
。
同
じ

く
改
築
を
し
て
も
、
ω

の
例
は
複
数
の
埋
甕
を
持

つ
。
こ
の
差
異
は
、
改
築
の
内

容
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ω
の
場
合
は
、
㈹
と
違

っ
て
床
面
積

の
拡
大
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
新
旧
い
ず
れ
の
床
面
に
埋
甕
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
D
三
〇
号
の
埋
甕
を
覆

っ
て
石
蓋
が
あ
る
こ
と
、
B
二
三
号
に
は
石
蓋
が
添

っ
て
い
た
こ
と
、
以
上
よ
り
、
少
な
く
と
も
新
床
面
に
は
埋
甕
が
機
能
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。
よ

っ
て
、
埋
甕
を
持
た
な
い
期
間
を
想
定
す
る
と
、
ω
と
の
関
連

よ
り
ほ
ぼ

一
住
居
存
続
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
本
遺
跡
の
埋
甕
の
時
間
特
性
に
つ
い
て
、
改
築
を
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
と

す
る
住
居

の
時
刻
表
に
よ

っ
て
検
討
し
て
み
た
。
結
果
、
埋
甕
構
築
の
契
機
は
、

改
築
全
般
に
は
必
ら
ず
し
も

一
致
し
な
い
が
、
床
面
積
の
拡
大
は
、
埋
甕
に
と

っ

て
十
分
条
件
と
な
る
。

一
方
、
埋
甕
の
機
能
の
廃
絶
は
、
住
居
の
廃
絶
に
伴
う
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
多
く
は
改
築
時
に
も
も
た
ら
さ
れ
る
。
但
し
、
そ
の
原
因
を

想
定
す
る
時
、
必
ら
ず
し
も
住
居
の
改
築
、
廃
絶
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、

埋
甕

の
廃
絶
は
、
埋
甕
自
体
に
即
し
て
い
え
ぽ
、
空
白
か
、
共
存
か
、
こ
の

一
定

期
間
を
考
慮
し
た
上
で
、
新
し
い
埋
甕
の
構
築
に
よ

っ
て
引
き
継
が
れ
た
、
と
い

え
よ
う
Q

切

埋
設
土
器
の
形
態

本
遺
跡
の
埋
甕
に
使
用
さ
れ
た
土
器
の
形
態
を
み
る

と
N

口
縁
を
欠
く
も
の
、
胴
上
半
を
欠
く
も
の
、
口
縁
、
胴
下
半
を
欠
く
も
の
、

胴
下
半
を
欠
く
も
の
、
底
部
を
欠
く
も
の
、
底
部
を
穿
孔
す
る
も
の
等
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
底
部
を
欠
い
て
、
埋
設
の
段
階
で
他
の
底
部
を
底
に
あ

て
が
っ
た
り

(D

一
号
)、

内
部
に
他
の
土
器
底
部
や
、
破
片
を
入
れ
た
り

(B

七
、
二
三
号
、

D

一
二
、

一
三
号
)、

ロ
ー
ム
土
を
底
部
の
穿
孔
に
充
填
し
た
り

す
る
も
の

(D
三
二
号
)
が
あ
る
。
故
に
、
底
部
の
有
無
が
形
態
上
の
要
に
な

っ

て
い
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
又
、
本
遺
跡
の
改
築
は
、
旧
床
面
を
掘
り
下
げ
て
行
な

わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
上
半
部
の
形
態
は
不
確
実
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
底
部
の

形
態
で
埋
甕
埋
設
土
器
を
整
理
す
る
と
、
の

底
部
を
欠
損
し
て
い
な
い
も
の
、

β

底
部
を
欠
損
す
る
が
、
他

の
土
器
片
、
土
に
よ

っ
て
充
填
す
る
も
の
、
γ

底
部
を
欠
損
す
る
も
の
、
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
数
量
比
は
、

α
-

一
一

例
三
二
%
、
β
i
七
例
二

一
%
、
γ
1

一
六
例
四
七
%
、
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
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三

つ
の
形

態

は

互

い
に

ど

の
様

な

関

係

が

あ

る

の
か
、

そ

の
差

異

の
由

来

す

る

と

こ

ろ

は
何

で
あ

ろ

う

か
。

次

に
検

討

し

て

み

よ

う
。

ま

ず

、

時

期

差

が

想

定

で
き

る

。

そ

こ

で
改

築

に

お
け

る

埋
甕

の
新

旧

関

係

か

ら

、

形

態

差

と
時

期

差

に

つ

い

て
検

討

す

る

と
、

α
↓

γ

(
B

一

一
、

二

五
号

)
、

γ
↓

β

(
D

一
、

三

二

号
)
、

γ
↓

α

(
D

一
四
号

)
、

α
↓

γ
↓

β

(
D

一
三

号

)

の
変

遷

と
、

α
、

γ

の
併

存

(B

二
〇

号

、

D

三

七
号

?
)

が

観

察

さ

れ

る
。

こ
れ

を

整

理

す

る

と
、

α
と

γ
は

可

逆

的

で
あ

り
、

さ

ら

に
併

存

関

係

に
あ

っ
た

こ
と

と

、

同

一
の
形

態

の
も

の
が

連

続

し
な

い

と

い
う

こ

と
が

明

ら

か

で
あ

る
。

以

上

よ
り

、

埋

甕

形

態

の
変

遷

は

、

α
、

γ
間

に

お

い

て
、

底

部

の
有

無

の
可

逆

的

変

遷

を

辿

る
が

、

β

を

α
の
変

異

形

と

捉

え

る
と

、

全

て

上
述

し

た

変

遷

は
、

底

部

有

無

の
繰

り

返

し
ー

サ

イ

ク

ル
的

変

遷

に
な

っ
て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

す

な

わ

ち

、

α
、

γ
間

、

β

、

γ

間

の
形

態

差

異

は
、

単

な

る
時

期

差

に

対

応

す

る

　
　
　
　

も

の

で
は

な

い
と

い
え

る

の

で
あ

る

。

も

っ
と

も

、

α
、

β

間

に
あ

っ
て

は
、

有

-

有

間

の

一
つ

の
変

異

と
仮

定

し

た

が

、

β

に

α
の
新

し

い
時

代

性

を
認

め

る

こ

と

が

で
き

よ

う

。

β

を

α
の
変

異

形

で
あ

る

と

の
仮

定

の
当

否

は
、

本
遺

跡

埋

甕

の
変

遷

を

一
つ

の
統

一
体

と

し

て

捉

え

る

の

に
役

立

っ
た

こ
と

よ

り
肯

定

さ

れ

よ

う

。

し

か

し
、

こ

の
様

な

変

遷

が

意

味

す

る

と

こ
ろ

は

何

で
あ

ろ
う

か
。

次

項

に

お

い
て

検

討

し

よ
う

。

M
W

埋

甕

集

団

及

び

そ

の
構

成

本

遺

跡

の
埋

甕

埋

設

土

器

の
形

態

は
、

上
述

し

て
き

た

と

こ
ろ

よ

り

三

種

類

あ

る
。

α
、

β
、

γ

で
あ

る
。

又

、

β

は

α

の
変

異

形

で

α
ダ

ッ

シ

ュ
と

呼

べ

る
も

の
で

あ

っ
た
。

各

々
は

特

定

の
時

間

、

空

間

を

持

つ
。

一
方

、

一
㈹

に

お

い

て
、

一
つ

の
目

的

集

団

は

特

定

の
形

態

を
も

つ
遺

構

、

遺

物

と

し

て
捉

え

ら

れ

る

と

し

た
。

よ

っ
て
、

本

遺

跡

一
住

居

内

埋

甕

集

団

は
、

α
集

団

、

β

集

団
、

γ
集

団

の
三

種

に

な

る
。

し

か

し
、

β

集

団

は
、

埋

甕

α
と

埋

甕

β

と

の
関

係

か

ら
、

α
集

団

の
変

化

し

た

も

の
と

い
え

、

し

た

が

っ
て
、

埋

甕

集

団

に

は
、

大

別

し

て

α
ー

β

集

団

と

γ
集

団

の
二

種

が

あ

っ
た

こ

と

に

な

る
。

さ
ら
に
、
埋
甕
が
継
起
的
で
あ
り
、
時
に
併
存
す
る
と
い
う
時
間
特
性
や
、
土
器

形
態
の
変
遷
が
サ
イ
ク
ル
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
種
の
集
団
は
、
系
列
を
異
に

す
る
二

つ
の
集
団
で
あ
り
、
交
互
に
繰
り
返
し
、
時
に
併
存
し
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、

一
住
居
に
二
系
列
の
集
団
が
、
継
起
的
に
交
代
、
時
に
併
存
す
る
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
集
団
構
成
の
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
い
出
し
て
欲
し
い
の
は
、

一
㈹

で
述
べ
た
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

埋
甕
集
団
の
母
集
団
に
は

一
住
居
構
成
員
が
想
定
さ
れ
た
が
、
埋
甕
集
団
の
構
成

は
、
こ
の

一
住
居
構
成
員
か
ら
の
人
員
の
選
択
内
容
に
対
応
す
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
問
題
は
、
ど
の
様
な
選
択
を
す
れ
ぽ
、
上
述
し
た
埋
甕

集
団
を
作
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
集
団
は
繰
り
返
し
明
ら
か
な
様

に
、
時
間
的
に
特
色
を
も

つ
。
し
た
が

っ
て
、
時
間
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
、
住
居
構
成
員
と
時
間
の
変
化
と
の
関
係
を
み
る
と
、
住
居
構
成
員
に
三

通
り
の
メ
ン
バ
ー
の
変
化
が
想
定
で
き
る
。

一
つ
は
人
間
の
生
、
死
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
次
に
婚
出
、
或
い
は
分
家
、
最
後
に
婚
入
、
で
あ
る
。

一
番
目
は
住
居

構
成
員
全
員
に
お
こ
る
も
の
で
あ
り
、
住
居
構
成
員
を
二
系
列
に
分
け
た
り
は
し

な
い
。
二
番
目
は
、
そ
の
現
象
が
減
算
的
で
あ
り
、
埋
甕
構
築
に
み
ら
れ
る
加
算

的
、
或
い
は
少
な
く
と
も
現
状
維
持
的
特
徴
と
は
相
容
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
番

目
の
場
合
、
婚
入
し
て
く
る
メ
ン
バ
ー
が
二
系
列
の
異
な

っ
た
集
団
に
属
し
、
各

々
が
交
互
に
婚
入
し
て
来
る
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
住
居
構
成

員
か
ら
、
「
埋
甕
活
動
」
に
対
し
そ

の
婚
入
者
が
選
ば
れ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

上
述
し
て
き
た
埋
甕
集
団
の
性
格
を
満
足
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
答
は
可
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
埋
甕
集
団
は
、
婚
入
者
だ
と
い
え
る
。
も

っ
と
も
、
実
際
に
は
、
こ

の
婚
入
者
が
中
核
と
な
っ
て
埋
甕
集
団
が
組
織
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
の
婚
人
者
は
男
性
か
女
性
か
、

こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
以
上
の
分
析

か
ら
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
集
団
構
成
復
原
の
為
の
残
さ
れ
た
分
析
対
象
と
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し
て
、
埋
甕
構
築
空
間
と
屋
内
空
間
の
関
係
が
あ
る
。
次
に
、
埋
甕
構
築
空
間
の

屋
内
空
間
に
お
け
る
位
置
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
埋
甕

の
属

「
性
」
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
埋
甕
は
祭
祀
遺
構
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
埋
設
土
器
の

多
く
が
打
ち
欠
か
れ
て
日
常
の
用
を
足
さ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
良
く
似
た
形

態
を
と
る
も

の
に
貯
蔵
穴
が
あ
る
が
、
入

口
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
否
定
さ
れ

る
こ
と
、
こ
の
様
な
事
象
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
屋
内
祭

祀
遺
物
、
遺
構
に
は
他
に
、
石
柱
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
、
土
偶
が
あ
り
、
埋
甕
も

含
め
て
屋
内
祭
祀
空
間
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
よ

っ
て
埋
甕
の
屋
内
空
間

に
お
け
る
位
置
は
、
祭
祀
空
間
に
お
け

る
位
置
に
よ

っ
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
以
上
か
ら
、
ま
ず
各
祭
祀
遺
物
、
遺
構

の
屋
内
に
お
け
る
位
置
を
観
察
し
、

次

い
で
抽
出
さ
れ
た
祭
祀
空
間
に
お
け

る
埋
甕

の
位
置
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

恒

他
の
屋
内
祭
祀
遺
物
、
遺
構

の
空
間

ω

石
棒

石
棒
の
出
土
状
況
を
み
る
と
、
B

一
三
号
-

奥
壁

上
直

立

(破

片
)
、

D
二
五
号
-
奥
室
左
横
転

(破

片
)
、

B
二
〇
号
-
前
室
左
壁
直
立

(破

片
)
、
D

一
四
号
-
前
室
入
口
部
右
直
立

(破
片
)
、
D
二
二
号
-
炉
上
面
集
石
中

(破
片
九
点
)、
D
二
七
号
-
炉

(炉
石

に
)
、
B
二
三
号
-
地
点
不
明

(完
形
)
、

D

一
号
-
地
点
不
明

(破
片
)
、

と
な
る
。
地
点
が
明
確
な
も
の
を
整
理
す
る
と
、

奥
室
部
、
炉
辺
、
前
室
部
と
な
る
。
但
し
、
炉
辺
に
位
置
す
る
も
の
の
内
、
D
二

二
号
は
住
居
廃
絶
後
の
活
動
に
伴
う
も

の
で
あ
り
、
D
二
七
号
は
石
棒

の
炉
石

へ

の
転
用
と
い
う
こ
と
で
、
共
に
屋
内
石
棒
祭
祀
例
か
ら
除
外
す
る
と
、
結
局
、
奥

室
部
と
前
室
部
の
二
箇
所
に
な
る
。

こ
の
位
置
関
係
は
、
住
居

の
奥
と
表
の
関
係

に
な
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
み
る
と
、

壁
上
の
も
の
は
、
表
奥
共
に
直
立
し
、
床

面
上
の
も
の
は
、
奥
が
左
部
横
転
、
表
が
右
部
直
立
と
、
奥
と
表

の
対
称
的
関
係

を
暗
示
し
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
本
遺
跡
屋
内
石
棒
祭
祀
空
間
は
奥
と
表
の
二
箇

所
に
あ
り
、
各

々
に
対
応
す
る
二
種
の
石
棒
祭
式
が
存
在
し
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。し
か
し
、

一
住
居
で
二
種
の
石
棒
祭
式
を
展
開
し
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
或
い
は
、

一
つ
の
祭
祀
の
祭
式
に
お
け
る
時
間
差
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
い

う
の
は
、
出
土
地
点
不
明
の
B
二
三
号
例
が
完
形
で
あ
る
他
は
、
全
て
破
片
で
あ

り
、
特
に
D
二
二
号
例
に
至
っ
て
は
、
同

一
個
体
の
破
片
が
、
周
辺
の
住
居
だ
け

で
な
く
、
か
な
り
隔
た
っ
た
住
居
か
ら
検
出
さ
れ
、
内

一
つ
は
凹
石
に
転
用
さ
れ

て
い
る
事
実
が
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
D
二
二
号
で
は
住
居
廃
絶
時
、

或
い
は
廃
絶
後
に
炉
上
に
集
石
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
九
片
の
細
片
と
他

し
た
石
棒
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
完
形
の
石
棒
が
破
壊
さ
れ
、
細
片
と
他
す

過
程
に
は
数
次
の
石
棒
祭
祀
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
想
定
さ
れ
、
祭
祀
空
間
も
各

々
に

対
応
す
る
も
の
が
用
意
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
こ
れ
は
石
棒
が
可
動
的
で
あ
る
点
に
基
づ

い
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
故
逆
に
、
出
土
地
点
が
往
時
の
祭
祀
空
間
を
示
し
て
い
る
か
は
疑
問
で

も
あ
る
。
横
転
し
て
い
た
D
二
五
号
例
は
そ
の
資
料
に
な
り
得
る
。
た
だ
、
D
二

五
号
は
火
災
に
遇
っ
て
突
然
に
廃
絶
さ
れ
た
住
居
で
あ
り
、
祭
式
の
位
置
を
示
し

て
い
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
住
居
の
廃
絶
と
祭
祀
遺
物
、
遺
構
の
関
係
を
も

っ
と
積
極
的

に
捉
え
る
と
、
次
の
様
な
考
え
方
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
祭
祀
遺
物
、
遺
構
の

或
る
も
の
は
、
住
居
廃
絶
時
の
祭
式
、

つ
ま
り
屋
内
祭
式
の
最
終
段
階
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
、
と
。
上
述
し
て
き
た
石
棒
に
つ
い
て
い
う
と
、
表
に
位
置
す
る

石
棒
祭
式
に
こ
の
段
階
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
表
に
お
け

る
祭
式
の
展
開
は
、
出
入

口

(通
路
)
機
能
の
停
止
-
屋
内
空
間
構
成
の
崩
壊
1

　
ニ
　
　

永
続
化
-
住
居
の
廃
絶
、
が
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
本
遺
跡
屋
内
石
棒
祭
祀

の
空
間
は
、
表
と
奥
に
あ
り
、
表
の
方
は
住
居
廃
絶
時
の
祭
式
に
伴
う
可
能
性
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
石
棒
祭
祀
空
間
の
分
析
よ
り
、
屋
内
祭
祀
空
間
は
表
と
奥
に
二
分
さ
れ
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る
。
こ
の
位
置
関
係
は
、
石
棒
祭
祀
に
お
い
て
は
祭
式
に
お
け
る
時
間
の
関
係
と

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
表

に
位
置
す

る
埋
甕
と
奥
に
位
置
す
る
石
棒
を
、

一

つ
の
祭
式

の
時
間
差
に
よ
る
形
態
と
は
い
え
な
い

(D

一
四
、
B
二
〇
号
で
は
、

石
棒
、
埋
甕
が
表
に
共
存
す
る
)
。

石
棒

に
表
徴
さ
れ
る
奥
と
埋
甕

に
表
徴
さ
れ

る
表
と
は
、
ど
の
様
な
関
係
を
も

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
祭
祀
遺
物

・
遺
構
の

位
置
も
こ
の
点

に
注
目
し
て
検
討
し
よ
う
。

回

石
柱

石
柱
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
。

㈲

石
柱
石
壇

明
確
に
石
柱
石
壇
と
呼
べ
る
も
の
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
D
八
、
三
〇

号
の
炉
と
奥
壁
の
間
に
、
ピ

ヅ
ト
を
円

形
に
或

い
は
方
形
に
巡
る
石
囲

い
が
あ
る
。

こ
の
ピ
ヅ
ト
に
石
柱
を
想
定
す
る
の

の
ニ

　

で
あ
る
。
形
態
的
に
も
位
置
的
に
も
、
石
柱
石
壇
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、

こ
の
遺
構
は
住
居
床
面
に
で
は
な
く
、
若
干
浮
い
た
面
上
に
構
築
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
住
居
と
無
関
係
に
、
た
だ
偶
然
に
住
居

の
炉
と

奥
壁
の
問
に
二
度
に
わ
た
っ
て
、
し
か
も
別
地
点
で
築
か
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
か
。
住
居
廃
絶
に
伴
う
活
動
を
想
定
す

る
な
ら
ば
、
屋
内
空
間
を
意
識
し
て
構

築
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
よ
り
、
石
柱
石
壇
類
似
遺
構
に
伴
う
祭
祀
空
間
を

住
居
奥
室
部
に
設
定

で
き
る
の
で
あ
る
。

口

土
偶

本
遺
跡

で
検
出
さ
れ
た
土
偶
は
、
そ
の
詳
細
な
出
土
地
点
が
不
明

の
為
、
屋
内
祭
祀
空
間
に
つ
い
て
は
不
明

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
本
遺
跡
祭
祀
遺
物
、
遺
構
の
空

間
に
つ
い
て
観
察
し
、
屋
内
空
間
に
お

け
る
そ
の
位
置
を
分
析
し
た
。
要
約
す
る
と
、
石
棒
は
表
と
奥
、
石
柱
石
壇
類
似

遺
構
は
奥
、
埋
甕
は
表
、
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
祭
式
の
展
開
に
お
い
て
屋
内
空

間
は
表
と
奥

に
二
分
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応

し
て
祭
祀
は
石
棒
、
石
柱
石
壇
類
似
遺

構
祭
屈
と
、
埋
甕
、
石
棒
祭
祀
に
分
け
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
持
ち
越
さ
れ
て

い
た
問
題
、
埋
甕

の
属

「
性
」
は
、
表
と
奥

の
関
係
と
、
石
棒
或
い
は
石
柱
石
壇

そ
れ
自
身

の
属

「
性
」
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
復
原
で
き
よ
う
。
し
か
し
本
遺
跡

の

資
料
か
ら
は
決
定
で
き
な
か
っ
た
。
三
章

で
再
考
す
る
。

増
野
新
切
遺
跡
に
お
け
る
、
屋
内
埋
甕

の
諸
要
素
を
分
析
し
、
そ
れ
と
の
関
連

に
お
い
て
祭
祀
諸
遺
物
、
遺
構

の
屋
内
空
間
に
お
け
る
位
置
を
検
討
し
た
。
結
果
、

不
十
分
な
が
ら

一
つ
の
埋
甕
集
団
像
を
呈
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
結
果
は
、

隣
接
遺
跡
を
含
ん
だ
天
竜
川
水
系
の
諸
遺
跡
で
検
証
す
べ
き
性
格

の
も
の
で
あ
る
。

よ

っ
て
、
次
に
上
記
地
域
の
主
要
遺
跡
を
挙
げ
、
増
野
新
切
遺
跡
と
の
比
較
に
お

い
て
観
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
隣
接
諸
遺
跡
は
重
要
で
あ
る
が
、
不
明
な

点
も
多
く
、
必
要
な
場
合
は
注
に
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
他
の
遺
跡
も

同
様
で
あ
る
。

　
ニ
ご
　

ω

尾
越
遺
跡

(長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
)

(図
6
)

D
,

遺
跡

の
概
観

本
遺
跡
で
は
、
中
期
後
半
の
住
居
趾
二
四
基
、
後
期
前
半

の
住
居
趾
四
基
、
配
石
遺
構
、
土
拡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
集

落
遺
跡

の
中
央
部
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
全
容
で
は
な
い
。

埋
甕
は
中
期
後
半
の

一
〇
基
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
各
住
居
に
よ
る
分
有
関

係
を
み
る
と
、
曽
利
H
式
期
で
ニ
ー

一
〇

(
一
〇
基

の
内
二
基
が
持

つ
)、

皿
式

期
で
五
-

一
〇
、
皿
新
式
期
で
O
l
四
、
と
な
っ
て
い
る
。
曽
利
皿
式
期
で
は
ほ

ぼ
半
数
が
持

つ
。
埋
甕
を
持

っ
住
居

の
位
置
を
み
る
と
、
特
定

の
群
に
集
中
す
る

様
で
あ
る
が
、
住
居
群

の
全
容
が
不
明
の
為
結
論
で
き
な
い
。
次
に
、
埋
甕
構
築

空
間
を
観
察
す
る
。

励

構
築
空
間

伏
甕
、
住
居
空
間
が
不
明
確
な
も
の
を
除
く
と
、
全
て
入
口

部
に
あ
る
。

…m

埋
設
土
器
の
形
態

本
遺
跡
で
も
増
野
新
切
遺
跡
同
様
、

α

底
部
を
欠

損
し
て
い
な
い
も
の

(二
例
)、

の

底
部
を
欠
損
す
る
が
、
他
の
土
器
片
で
充

填
す
る
も

の

(三
例
)
、

わ

底
部
を
欠
損
す
る
も
の

(五
例
)、

の
別
が
あ
り
、

く

の
こニ　

底
部
有
、
無

の
視
点
か
ら
そ
の
数
量
比
を
求
め
る
と
、
有
対
無
が

一
対

一
と
な
る
。

又
、
各
埋
甕

の
土
器
形
式
、
住
居
に
お
け
る
新
旧
関
係
か
ら
、
こ
の
土
器
形
態
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の
差
異
を
検
討
す
る
と
、
曽
利
H
式
期
に
γ

(二
例
)
、
皿
式
期
に
α

(二
例
)
、

β

(三
例
)
、

γ

(三
例
)
が
存
在
し
、
皿
式
期
で
は
、
β
↓

γ
↓

α

(
一
二
号

趾
)、

β
↓
γ

(
一
九
号
肚
)
の
変
遷
、
β
i
γ
の
併
存

の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

る
。
増
野
新
切
遺
跡
と
同
様
の
展
開
で
あ

る
が
、
増
野
新
切
遺
跡
の
γ
↓
β
の
変

遷
に
対
し
、
本
遺
跡
で
は
β
↓
γ
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
変
遷
に
示
さ

れ
る
独
特
の
行
動
様
式
自
体
は
、
土
器
形
式
を
担
う
よ
う
な
地
域
集
団
を
背
景
と

し
て
成
立
し
、
そ
の
形
態
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
隣
接
集
落
を
ま
と
め
た
程
度
の

よ
り
小
さ
い
集
団
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て

い
た
、
と
い
う
埋
甕
文
化
シ
ス
テ
ム
を

推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
埋
甕
構
築

の
時
間
特
性
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

切

構
築
時
間
、
基
本
的
に
は
増
野
新

切
遺
跡
と
同
様
で
あ
る
が
、
時
間
特
性

〕
を
良
く
示
す
資
料
が
あ
る
。

一
二
号
趾
が

そ
れ
で
あ
る
。

一
二
号
趾
は
少
な
く
と

…
も

面

の
改
築
が
認
め
ら
れ
・
三
個
の
埋
甕
が
並
列
す
る
・
鋤
よ
り
三
個

の
埋
甕

一
の
構

築

新

旧

関

係

は
、

埋
甕

番

号
、

二

号
、

一
号

、

三

号

の
順

と

な

る
。

と

こ
ろ

ぶ

、

喜

に
は
石
蓋
が
設
け
ら
れ
、
三
号

に
は
貼
り
床
が
施
さ
れ
て
い
る
。
増
野

新
切
遺
跡
例
か
ら
す
る
と
、
三
号
に
は

一
号
よ
り
前
に
機
能

の
廃
絶
が
訪
れ
た
こ

と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、

一
号
と
三
号

は

一
時
期
併
存
し
、
最
後

に
構
築
さ
れ

た
三
号
が
、
住
居

の
廃
絶
以
前
に
機
能
の
廃
絶
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
埋
甕
に
は

一
定

の
存
続
期
間
が
あ
り
、
二
個

の
埋
甕
が
併
存
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
廃
絶
が
住
居

の
廃
絶
以
外

の
原
因
で
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
、
こ
の
様
な
埋
甕

の
性
格
を

一
二
号
趾
は
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
増
野
新
切
遺
跡
D

一
三
号
に
類
似
し
た
資
料
で
あ
る
。

又
、

一
二
号
肚
に
は
複
数
の
埋
甕
が
並
列
す
る
が
、
複
数
埋
甕
の
配
列
に
は
直

列
も
あ
る
。

こ
の
差
異
は
何
に
由
来
す
る

の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

よ
う
。
な
お
、
増
野
新
切
遺
跡
で
は
、
改

築
に
よ
る
床
面
積
の
拡
大
以
前
に
新
た

な
埋
甕

の
構
築
が
行
な
わ
れ
た
時
、
並
列

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
し
か

し
、
本
遺
跡
で
は
拡
大
が
み
ら
れ
る
の
に
並
列
す
る
。

一
二
、
二
二
号
趾
が
そ
れ

で
あ
る
。

一
方
、
同
じ
く
拡
大
す
る
が
直
列
す
る
の
に

一
九
号
玩
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
三
例
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
並
列
と
直
列
の
差
異
を
分
析
し

て
み
よ
う
。

三
者
は
共
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
、
入
口
か
ら
み
て
、

一
二
号

吐
で
は
左
側
室
部
、

一
九
号
玩
は
全
体
、
二
二
号
肚
は
入
口
部
以
外
の
空
間

と

な

っ
て
い
る
。

一
九
号
趾
だ
け
が
入
口
部
の
拡
大
を
行
な

っ
て
い
る
。

一
九
号
吐

だ
け
が
直
列
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
配
列
の
差
異
は
、
入
口
部
拡
大
の
有
無
に
よ

　
ニ

　
　

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
結
果
か
ら
、
増
野
新
切
遺
跡
例
を
分
析
す
る
と
、
改
築
前
の
住
居
入
口
部

に
は
変
動
が
な
い
か
ら
、
新
た
な
埋
甕
は
並
列
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
増

野
新
切
遺
跡
で
の
分
析
結
果
に
合
致
す
る
。
次
に
、
本
遺
跡
屋
内
祭
祀
遺
物
、
遺

構

の
出
土
空
間
を
観
察
す
る
。

切

屋
内
祭
祀
遺
物
、
遺
構
の
空
間
、
本
遺
跡
で
は
石
棒
と
土
偶
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。

ω

石
棒

石
棒
は
、
二
八
号
肚
入
口
部
右
側
に
直
立
し
て
出
土
し
て
い
る
。

本
住
居
は
火
災
に
遇

っ
て
い
る
が
、
炉
石
の
抜
取
り
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

住
居
廃
絶
後
に
焼
け
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
石
棒

の
出
土
状
況

は
、
少
な
く
と
も
廃
絶
時

の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

@

土
偶

一
三
号
吐
の
炉

の
奥
辺
に
接
し
て
ピ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
の
中
に
土

偶
破
片
が

一
点
入

っ
て
い
た
。
又
、

一
六
号
趾
の
炉
の
東
に
隣
接
し
た
焼
土
中
か

ら
土
器
に
挾
ま
れ
て
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
土
偶
破
片
と
同

一
個
体
の
も

の
が
、
住
居
外

一
〇
米
の
地
点
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
土
偶
出
土
空
間

の
多
様
性
、
出
土
時
の
形
態

(破
片
)
か
ら
、
土
偶
祭
式
に
お
け
る
場
所
の
移
動
、

時
間

の
移
動

(期
間
)
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
屋
内
に
お
け
る
土
偶
祭

祀
空
間
の
限
定
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
炉
辺
か
ら
の
出
土
、
焼
土
か
ら
の
出
土
は
、

空
間
と
の
結
び
つ
き
よ
り
、
火
そ
の
も

の
と
の
結
び

つ
き
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
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ご
　
　

い

え

よ

う
。

　
ニ
　
　

◎

荒
神
山
遺
跡

(長
野
県
諏
訪
市
)

(図
六
、
七
)

・D

遺
跡
の
概
観

本
遺
跡
で
は
、
八
五
基
に
の
ぼ
る
中
期
の
住
居
肚
が
検
出

さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
区
域
は
集
落
南
部

の
開

口
部
に
あ
た
り
、
そ
の
全
容
は
不

明
で
あ
る
。
埋
甕
は

一
八
基
の
住
居
吐

か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
時
期
別
に
み
る

と
、
井
戸
尻
皿
式
期

一
-
三

(三
基
の
内

一
基
が
持
つ
)
、

曽
利
∬
式
期

一
ニ
ー

二
九
、
皿
式
期
四
-
八
、
W
式
期

一
-

一
、
と
な

っ
て
い
る
。
先
に
み
た
尾
越
遺

跡

に
そ
の
分
有
率
は
近
い
が
、
住
居
肚
間
に
重
複
が
多
く
、
さ
ら
に
編
年
区
分
が

可
能
な
の
で
、
断
言
で
き
な
い
。
又
、

埋
甕
を
持

つ
住
居
の
分
布
を
み
る
と
、
扁

在
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
次
に
埋
甕
構
築
空
間
を
観
察
す
る
。

鋤

構
築
空
間

九
七
号
趾
以
外
、

全
て
入
口
部
に
位
置
す
る
。
九
七
号
趾
で

は
入
口
部
に
胴
下
半
を
欠

い
た
土
器
が
逆
位
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
左
側
室
前
部

に
口
縁
、
底
部
を
欠
損
し
た
土
器
が
正
位
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
上
述
し
た
二
遺

跡
や
、
天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
に
お
い
て
、
明
確
に
入
口
部
と
推
定
さ
れ
る
場
所
に

逆
位
の
土
器
を
埋
設
し
た
例
は
珍
し
い
。
た
だ
二
つ
の
埋
設
土
器
の
位
置
を
逆
に

　
ニ
セ
　

し
た
例
が
原
垣
外
遺
跡
に
あ
る
。
何
故
、
本
遺
跡
に
こ
の
様
な
例
が
存
在
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
八
ケ
岳
西
南
麓
に
目
を
転
ず
れ
ば
、

こ
の
様
な
例
は

　
ご
　
　

珍
し
く
な
い
。
本
遺
跡
は
天
竜
川
の
源
、
諏
訪
湖
の
東
南
岸
に
あ
り
、
東
に
八
ケ

岳
西
南
麓
が
続
く
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
様
な
地
理
的
環
境
か
ら
、
上
記
の
埋
設
土

器
の
形
態
が
選
択
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
又
、
九
七
号
吐
は
、
曽
利
H
式

期
で
も
古

い
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
埋
甕

の
普
及
当
初
に
位
置
す
る
こ

と
も
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

…m

埋
設
土
器
の
形
態

本
遺
跡
で
も
増
野
新
切
遺
跡
同
様
、

α

底
部
を
欠

損
し
て
い
な
い
も
の

(八
例
)、

角

底
部
を
欠
損
す
る
が
、
石
で
充
填
す
る
も

の

(
一
例
)
、
わ

底
部
を
欠
損
す
る
も

の

(
一
二
例
)、

の
別
が
あ
り
、
底
部
有
、

無

の
視
点
か
ら
そ
の
数
量
比
を
求
め
る
と
、
有
対
無
が

一
対

一
・
五
と
な
る
。

No.1No.2

〃

1丈尭一ヒ ヴ乃Z

IIfitfヒ牛勿%tl:人1
暗茶 褐色 土

m明 茶 褐色 ヒ

IV粘 質明褐色 土

Vロ ーム粒混 入明 褐色 一1二

～{炭化物 混 入黒褐 色土
Wロ ーム粒 混入黄褐 色 土

堀明 茶褐色 土

97号 吐
γ/〃〃〃!〃〃"""

1黒 褐 色{_

U黒 色 土

mロ ーム粒 混入褐 色土

IVl堀褐色土(埋 甕内土)

V黒 色土

、1ロー ム蓋

//%%床 面
(ローム地山)

難鑛 貼 り床

笏

i

Y

,ノ

10号 吐

槻影
木文より1褐色

If,

H黒 褐色 土

皿ロー ム混人褐色 土

IV黒 色土
Vロ ーム混入黒 色 土

蓋石

11胱)γo」30cm60cm

荒 神山遺跡埋甕状態図(注25文献より。)図7
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又
、
各
埋
甕
の
土
器
形
式
、
住
居
に
お
け
る
新
旧
関
係
か
ら
、
こ
の
土
器
形
態

の
差
異
を
検
討
す
る
と
、
曽
利
皿
式
期
に

α

(五
例
)、
γ

(
一
〇
例
)、
皿
式
期

に
α

(二
例
)
、
β

(
一
例
)
、
γ

(二
例
)
が
存
在
し
、
曽
利
H
式
期
の

一
〇
号

趾
、
三

一
号
玩
で
α
↓
γ
、
皿
式
期

一
七
号
趾
で

α

(二
号
)
↓
γ

(
一
号
)
↓

α

(三
号
)

の
変
遷
を
指
摘
で
き
る
。
増

野
新
切
遺
跡
同
様
、
サ
イ
ク
ル
的
変
遷

を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
次
に
、
埋
甕
の
時
間
特
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
が
、
基
本
的
に
上
述
し
た
二
遺
跡
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
い
為
、
良

好
な
資
料
を
呈
示
す
る
に
止
め
る
。

切

構
築
時
間

一
七
号
吐
は

一
度

の
改
築
と
直
列
し
た
三
個
の
埋
甕
を
持

つ
。

埋
甕
構
築
の
新
旧
関
係
は
、
上
述
し
た
と

こ
ろ
よ
り

一
番
内
に
位

置
す

る
も

の

(
二
号
)、
外
側
に
位
置
す
る
も

の

(
一
号
)
、
真
中

の
も
の

(三
号
)、

の
順
に

な
る
。

一
般
的
に
内
か
ら
外

へ
、
順
次
構
築
さ
れ
て
い
く

の
に
対
し
、
飛
石
的
に

外

へ
出
、

一
転
し
て
内
に
返
る
点
が
珍
し

い
。
さ
ら
に
構
築
時
期
を
想
定
す
る
と
、

二
号
は
第

一
次
床
面
に
、

一
、
三
号
は
、
そ
の
順
序
で
改
築
後

の
第
二
次
床
面
に

構
築
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
号
、

一
号
の
構
築
は
、
新
、

改
築
に
伴
う
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
三
号
の
構
築
は
、
改
築
と
無
関
係
で

あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
は
、
構
築

の
時
期
を
検
討
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、

次

に
廃
絶
の
時
期
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

そ
の
資
料
と
し
て
、
ω

各
埋
甕
は
、

二
号

(第

一
次
床
面
)
↓

一
号

(第
二

次
床
面
)
↓
三
号

(第
二
次
床
面
)

の
変

遷
を
展
開
し
た
こ
と
、
②

一
号
は

ロ

ー
ム
土
蓋
で
密
閉
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
㈲

二
号
は
三
号
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、

特
別
な
設
備
は
な
い
こ
と
、
ω

三
号
に
石
蓋
が
伴
う
こ
と

(石
蓋
は
添
え
ら
れ

て
い
る
と
い
っ
た
表
現
が
適
切
)、

㈲

各
埋
甕
中
に
は
全
て
同

一
の
埋
土
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
、
以
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
㈹
㈱
㈲
よ
り
、
各
埋
甕
の
機
能
は
全

て
廃
絶
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
故
に
、
各
埋
甕

の
検
出
状
態
は
機
能
廃
絶
状

態
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
い
ま
各
埋
甕
の
廃
絶
に
対
応
す
る
現
象
を
挙
げ
る

と
、
ω
㈹
よ
り
、
二
号
に
対
し
改
築
と
三
号
埋
甕
の
構
築
、
三
号
に
対
し
住
居
の

廃
絶
が
あ
る
。
し
か
し

一
号
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
埋
甕
の
機
能
廃
絶

形
態
が
三
者
三
様
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
各

々
に
異
な

っ
た
原
因
が
想
定
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、

一
号
に
は
、
住
居
の
改
築
、
廃
絶
以
外
の
原
因
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
埋
甕
の
時
間
特
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
次
に
、
屋
内
祭
祀
遺
物
の
出

土
空
間
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
検
出
さ
れ
た
土
偶
二
点

の
詳
細
不
明

の
為
、
断
念
す
る
。

増
野
新
切
遺
跡
を
中
心
に
、
尾
越
遺
跡
、
荒
神
山
遺
跡
に
お
け
る
埋
甕
構
成
諸

要
素
の
観
察
と
分
析
を
行
な

っ
た
。
結
果
、
天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
に

一
つ
の
埋
甕

集
団
像
を
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
最
も
重
要
で
あ
る
、
集
団
の
中
核

メ
ン
バ
ー

の

「性
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
決
定
で
き
な
い
。
次
章

「埋
甕
集
団
と
そ
の
構
成

の
復
原
」
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
を
追
求
し
た
い
。

三

埋
甕
集
団
と
そ
の
構
成
の
復
原

本
章
で
は
、
主
に
埋
甕
集
団
の
属

「
性
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
増
野
新
切
遺

跡
に
お
い
て
、
埋
甕
集
団
の
中
核

メ
ソ
バ
ー
は
婚
入
者
で
あ
り
、
そ
の
性
別
は
、

屋
内
祭
祀
空
間
に
お
け
る
奥
と
表
の
関
係
と
、
石
棒
、
石
柱
石
壇
の
い
ず
れ
か
の

属

「
性
」
か
ら
抽
出
で
き
る
と
し
た
。
次
に
、
与
助
尾
根
遺
跡
、
洞
遺
跡
の
祭
祀

遺
物
、
遺
構
の
あ
り
方
を
観
察
、
分
析
し
て
、
こ
の
問
題
に
答
え
た
い
。

　
ニ
だ
　

㈲

与
助
尾
根
遺
跡

(長
野
県
茅
野
市
)

(図
八
、
九
)

八
ケ
岳
西
南
麓
の
著
名
な
遺
跡

の

一
つ
に
与
助
尾
根
遺
跡
が
あ
る
。
二
八
基

の

住
居
玩
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
中
期
末
葉
に
属
す
る
。
水
野
正
好
氏

は
、
炉
石
の
有
無
に
住
居
群
の
建
替
え
を
想
定
し
、
結
果
、
隣
接
す
る
二
基
の
住

居
を
住
居
群
の
最
小
単
位
-

一
小
群
と
し
、
土
偶
、
石
棒
、
石
柱
を
分
有
す
る
三

小
群
が
、
東
西
に
二
組
並
列
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
三
小
群
を
大
群
と
し
た
。
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8

。 △

つ
ま
り
、
隣
接
す
る
二
基
よ
り
な
る
小
群
三
組
が
大
群
と
な
り
、
そ
れ
が
東
西
に

　
ニ
　
　

対
峙
す
る
群
構
成
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
長
崎
元
廣
氏
ら
の
批

ニ
ニ

　

判
も
あ
る
が
、
曽
利
式
期
に
お
け
る
住
居
構
築
は
、
土
器
形
式
上
連
続
的
で
あ
り
、

建
替
え
の
あ
り
方
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
与
助
尾
根
遺
跡
中

ニ
こ
ご

期
末
葉

(曽
利
式
期
)
各
時
期

の
集
団
に
連
続
性
と
統

一
性
を
認
め
、
そ
れ
を
基

礎
と
し
て
、
祭
祀
遺
物
、
遺
構

の
位
置
関
係
か
ら
、
祭
式
の
展
開
を
検
討
す
る
。

本
遺
跡
住
居
内
よ
り
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
、
土
偶
、
埋
甕
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
埋
甕

の
分
布
を
み
る
と
、
埋
甕
が
検
出
さ
れ
た
住
居
は
全
て
、
他
の
祭
祀
遺

物
、
遺
構
を
出
土
す
る
。
四
号
が
石
棒
、

一
五
号
が
石
柱
石
壇
で
あ
る
。
又
、
埋

甕
埋
設
土
器
の
形
態
を
み
る
と
、
四
号
で
は
正
位
完
形
石
蓋
付
き
、

一
五
号
で
は

逆
位
底
部
欠
損
石
蓋
付
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
器
形
態
の
差
異
が
他
の
祭
祀

遺
物
、
遺
構
の
差
異
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
り
方
は
、
埋
甕
が
祭

祀
領
域
に

一
つ
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
と
、
住
居
群
の
構
成
と
祭
式
の
構
成

が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
示
し
て
い
る
。
故
に
、
ま
ず
住
居
群

の
構
成
と
祭
式
の
展
開
を
み
る
。

石
柱
石
壇
、
石
棒
は
、
東
西
に
セ
ッ
ト
と
な

っ
て
在
り
、
並
列
す
る
。

一
方
、

土
偶
は
東
、
埋
甕
は
西
に
扁
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
各
祭
式

は
、
東
西
二
つ
の
組
に
よ

っ
て
各
々
展
開
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
土

偶
、
埋
甕
各
祭
式
は
、
東
の
組
、
西
の
組
の
区
分
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
の
祭
式

に
お
い
て

一
つ
に
ま
と
ま
り
、
東
、
西
い
ず
れ
か
の
出
土
住
居
に
お
い
て
執
行
さ

れ
た
と
い
え
る
。
以
上
か
ら
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
、
土
偶
、
埋
甕
は
、
全
体
と
し

て

一
つ
の
祭
祀
領
域
を
形
成
す
る
が
、
そ
の
祭
式
の
展
開
に
お
い
て
、
石
柱
石
壇
、

石
棒
と
、
土
偶
、
埋
甕
は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
各

々
の
祭
式
集
団
の
構

成
も
異
な

っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
屋
内
に
お
け
る

祭
式
の
展
開
は
、
そ
れ
と
ど
の
様
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
祭
祀
遺
物
、
遺

構
の
屋
内
空
間
の
位
置
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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石
柱
石
壇
は
奥
室
に
位
置
す
る

(七
、

一
五
、

一
七
号
)
。

こ
れ
ら
は
住
居
床

面
に
据
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
位
置
が
祭
祀
空
間
を
表
わ
し
て
い
る
。
中
で

も
七
、

一
五
号
に
は
石
柱
が
残
存
し
、

一
五
号
で
は
石
蓋
が
埋
甕
を
覆

っ
て
い
る

点
を
考
慮
す
る
と
、
各
々
の
機
能
途
中
に
住
居
の
廃
絶
が
襲

っ
た
と
い
え
よ
う
。

石
棒
も
奥
室
に
位
置
す
る

(四
、
二
六
号
)
。

土
偶
は
、
八
号
で
検
出
さ
れ
た
。
前
室
左
隅
の
台
石
上
の
壷
中
に
土
偶
首
部
が

入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
土
偶
が
遺
構
に
伴

っ
て
出
土
す
る
の
は
珍
し
く
、
こ
の

例
は
、
土
偶
祭
祀
空
間
を
知
る
上
で
良
好

な
資
料
と
い
え
る
。

埋
甕
は
す
で
に
述
べ
た
様
に
、
二
住
居

か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
全
て
入
口
部

に
位
置
す
る
。
石
蓋
が
覆

っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
機
能
中
に
廃
絶
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。

以
上
、
祭
祀
遺
物
、
遺
構
の
屋
内
空
間

の
位
置
に
つ
い
て
観
察
し
た
。
要
約
す

慰轡

獣 チ、
軸画 ノ

鵬一
〇

図9与 助屋根遺跡住居坑実測図(注28文 献より)

る
と
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
は
奥
室
に
、
土
偶
、
埋
甕
は
入
口
を
含
め
た
前
室
に
各

々
位
置
す
る
。
屋
内
空
間
の
位
置
に
お
い
て
も
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
と
、
土
偶
、

埋
甕
は
二
つ
に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
り
方
は
、
上
述
し
た
住
居
群
の
構

成
に
み
ら
れ
る
祭
式
の
展
開
と
同

一
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
、
祭
祀
領
域

は
こ
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
分
類
基
準

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
般
に
石
棒
は
、
男
性

の
狩
猟
活
動
と
関
係
し
た
祭
祀
に
関
連
し
、
土
偶
は
女

の
ニ
コじ

 性
原
理
に
根
ざ
し
た
祭
祀
形
式
と
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
石
棒
と
土
偶
は
、
男

性
対
女
性
の
対
立
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
各
々
の
所
属
よ
り
、
祭

祀
領
域
を
二
分
す
る
分
類
基
準
は

「
性
」
と
い
え
、
石
柱
石
壇
、
石
棒
と
、
埋
甕
、

土
偶
は
男
対
女

の
対
立
を
持

つ
の
で
あ
る
。
各
々
が
属
す
る
空
間
、
表
と
奥
の
関

係
は
、
ま
さ
に
そ
の
対
立
に
合
致
し
た
空
間
構
成
を
示
し
て
い
る
。
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以
上
よ
り
、
本
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
埋
甕

の
属

「
性
」
を
女
と
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
又
、

こ
の
結
果
を
増
野
新
切
遺

跡
埋
甕
集
団
に
適
用
す
る
と
、
中
核

メ

ソ
バ
ー
、
す
な
わ
ち
婚
入
者
は

「
女
性
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
与
助

尾
根
遺
跡
の
結
果
を
増
野
新
切
遺
跡
に
単
純
に
適
用
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な

土 偶

石 棒

穿孔底部

有蓋埋甕

石

..moo,,..・..

1

1 望 ご!～凱3

、

、r」 ●●

2.4m1.2m

 

0

る
ほ
ど
、
増
野
新
切
遺
跡
で
も
石
柱
石
壇
類
似
遺
構
と
埋
甕
が
、
表
と
奥
の
対
立

を
示
し
て
お
り
、
与
助
尾
根
遺
跡
に
対
応
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
増
野
新
切
遺
跡
で

　
　ニ
　
　

は
石
棒
が
前
室
11
表
よ
り
出
土
す
る
場
合
も
あ

っ
た
。

こ
れ
は
属

「性
」
か
ら
矛

盾
す
る
。
こ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
与
助
尾
根
遺
跡
の
結
果
を
適
用
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
そ
の
解
決
案
と
し
て
増
野
新
切
遺
跡
に
て
分

析
し
た
様
に
、
前
室
部
石
棒
祭
式
を
住
居
廃
絶
時
祭
式
に
対
応
さ
せ
る

考
え
方
が
あ
る
。
廃
絶
時
ー
屋
内
空
間
構
成
の
崩
壊
に
、
そ
の
根
拠
を

求
め
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
こ
の
考
え
方
は
可
能
か
。
次
に
洞
遺
跡
を

挙
げ
て
検
討
す
る
。

ニ
　
　
　

ω

洞
遺
跡

(長
野
県
東
筑
摩
郡
山
形
村
)

(図

一
〇
)

)

」

L"〈110ぞi司2シ}fi三 ∫、畳}i【Lり三llllJ「更IGI三35文 南尺、より

本
遺
跡
か
ら
二

一
基
の
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
趾
が
検
出
さ
れ
て
い

る
が
、
時
期
の
判
明
す
る
も
の
は
全
て
中
期
後
半
に
属
す
る
。
上
述
の

問
題
の
検
討
資
料
と
し
て
挙
げ
る
J
二
号
も
そ
の
内
の

一
つ
で
あ
る
。

J
二
号
か
ら
は
、
炉
玩
と
奥
壁
の
間
に
石
群
、
こ
れ
と
近
接
し
た
周

溝
内
か
ら
石
剣

一
点
と
、
入
口
部
と
推
定
さ
れ
る
小
張
り
出
し
部
内
側

よ
り
、
石
棒

一
点
、
土
偶

一
点
、
有
蓋
埋
甕

一
点
、
穿
孔
底
部
片

一
点

が
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
石
棒
は
完
形
で
、
据
え
付
け
で

は
な
く
横
転
し
て
お
り
、
土
偶
は
破
片
で
あ
る
。
こ
の
祭
祀
遺
物
、
遺

構
の
出
土
状
況
は
、
二
つ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
。

一
つ
は
、

一
箇
所
に

石
棒
、
土
偶
、
埋
甕

の
祭
祀
遺
物
、
遺
構
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
今

一
つ
は
、
入
口
部
に
石
棒
、
土
偶
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
者
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

祭
祀
遺
物
、
遣
構

の
集
中
は
、
祭
式
の
集
合
を
示
し
て
い
る
。
本
遺
跡

に
お
い
て
石
棒
、
土
偶
祭
式
各
々
に
屋
内
特
定
空
間
が
設
定
さ
れ
て
い

た
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
祭
式
の
集
合
は
、
祭
祀
空
間
と
し
て
の
屋
内

空
間
の
構
成
が
崩
壊
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
の
永
続
化
、
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こ
れ
は
住
居
の
廃
絶
、
結
果
と
し
て
の
今
日
の
姿
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
住
居
廃

絶
を
契
機
と
し
た
祭
式
の
集
合
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
祭
式
は
住
居
廃
絶
時
祭
式

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
屋
内
祭
祀
に
対
す
る
特
定
空
間
の
設

定
は
、
上
述
し
た
諸
遺
跡
を
始
め
、
中
期
後
半
諸
遺
跡
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
次
に
後
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
入

口
部
に
埋
甕
が
位
置
す
る
こ
と

は
、
上
述
し
て
き
た
様
に
中
期
後
半
諸
遺
跡
に
通
有
の
も
の
で
あ
る
。
本
来
的
位

置
関
係
を
保

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
出
入

口
の
通
路
と
し
て
の
機
能
は
損
わ

れ
な
い
。
し
か
し
、
石
棒
や
土
偶
が
こ
こ
に
位
置
し
、
祭
式
が
展
開
さ
れ
た
と
す

る
と
、
通
路
の
機
能
停
止
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
祭
祀
空
間
で
は
な
く
、
日
常
生

活
空
間
そ
の
も

の
の
崩
壊
を
意
味
し
、
祭
祀
遺
物
の
入
口
部

へ
の
残
存

か
ら
、
こ

こ
に
も
又
、
住
居
廃
絶
を
契
機
と
し
た
祭
式
の
展
開
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
洞
遺
跡
J
二
号
入

口
部
に
お
け
る
祭
祀
遺
物

の
あ
り
方
は
、

住
居
廃
絶
と
い
う
現
象

の
聖
、
俗
、
二

つ
の
側
面
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
入
口
部
祭
式

の
展
開
は
、
住
居
廃
絶
を
契
機
と
し
、
崩
壊
し
た
空
間
構

成
上
に
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。
屋
内
空
間
の
奥
と
表

の
対
立
は
も
は
や
無
く
、

時
を
象
徴
す
る
入
口
部
に
祭
祀
の
結
集
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
入
口

部
石
棒
祭
式
は

「性
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
基
礎
に
成
立
し
た
も

の
で
は
な
い
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

奥
室
部
石
棒
祭
式
と
入
口
部
石
棒
祭
式
は
、

一
つ
の
祭
祀

の
二
つ
の
時
間
相
と

い
え
る
も
の
で
あ
り
、
奥
と
表

の
対
立
は
、
時
間
の
対
立
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
が
、
増
野
新
切
遺
跡
前
室
部
石
棒
祭
式
と
与
助
尾
根
遺
跡
石
棒
祭
式
間
に
お

け
る
属

「性
」
矛
盾

へ
の
解
答
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
増
野
新
切
遺
跡
及
び
天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
埋
甕
集
団
と
そ
の
構
成

を
復
原
し
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
埋
甕
集
団

の
中
核

メ
ソ
バ
ー
は
婚
入
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
女
性
で

あ
る
。
彼
女
達
に
は
二
つ
の
系
列
が
あ
り
、
そ
れ
は
彼
女
達

の
故
郷

の
集
団
と
い

え
る
。
彼
女
達
は
異
な
る
二
つ
の
集
団
か
ら
交
互
に
婚
入
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

又
、
埋
甕
は
彼
女
ら
を
中
心
に
構
築
、
入
口
に
お
い
て
祭
式
の
展
開
を
み
た
が
、

そ
の
契
機
は
婚
姻

の
成
立
、
そ
の
廃
絶
は
彼
女
ら
の
死
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

埋
甕
構
築
、
そ
し
て
廃
絶
が
持
つ
時
間
的
に
ル
ー
ズ
な
側
面
は
、
人
の
死
や
、

婚
姻
と
い
う
不
確
定
要
素
を
多
く
含
ん
だ
活
動
に
よ

っ
て
こ
そ
説
明
し
得
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
様
な
婚
入
者
は
、
如
何
な
る
婚
姻
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

四

お
わ
り
に
i
埋
甕
集
団
と
婚
姻
シ
ス
テ
ム

以
上
、
屋
内
埋
甕
の
構
築
か
ら
廃
絶
の
過
程
を
、
時
間
、
空
間
、
土
器
と
い
う

構
成
要
素
の
形
成
、
変
遷
に
求
め
、
そ
の
過
程
を

つ
う
じ
て
埋
甕
集
団
及
び
そ
の

構
成
を
復
原
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
構
成
か
ら
天
竜
川
水
系
中
期
諸
遺
跡
に
、
女

性
が
婚
入
し
て
く
る
、

つ
ま
り
夫
方
居
住
婚
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
女
性
達
は
二
つ
の
集
団
か
ら
交
互
に
婚
入
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ど
の
様
な
婚
姻
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
族
学
に
お
け

る
婚
姻

モ
デ

ル
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

図

一
一
の
イ
は
、

レ
ビ
ィ
ーー

ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た

一
般
交
換
の

　
ヨ

　
　

一
つ
の

モ
デ

ル
で

あ

る

。

こ
れ

は

、

父

系

父

方

交

叉

イ

ト

コ
婚

を

示

し

て

い
る

。

す

な

わ

ち
、

父

の
姉

妹

の
娘

が

結

婚

相

手

と

し

て
優

先

さ

れ

、

彼

女

が

男

の
居

住

地

に
婚

入

し

て

く

る

形

態

な

の
で

あ

る

。

こ

の
婚

姻

形

態

に
み

ら

れ

る

女

性

交

換

の
特

徴

を
、

レ
ビ

ィ
ーー

ス

ト

ロ
ー

ス

の
言

を

借

り

て
説

明

し

よ

う

。

す

な

わ

ち

「
…

…

例

え

ば

、

B

が

A

か

ら

妻

を

も

ら

い
、

そ

の
結

婚

か
ら

生

ま

れ

た

娘

を

次

の
世

代

の

A

の
男

の
妻

と

し

て

返

す

の

で
あ

る
。

外

婚

的

集

団

を

、

A

、

B

、

C

、

D

、

…

…

%
と

並

べ

て

み

る

と
、

ど

の
集

団

を

と

っ
て
も

、

仮

に
C

を

と

れ

ぽ

、
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ロ)C集 団の婚入者出自と

埋野新切遺跡埋甕集団

の系列

世代 婚入者出自 埋甕集団系列 床面
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図11埋 甕 集団 と婚姻 システム

あ
る
世
代
で
は
女
を
D
に
与
え
、
B
か
ら
も
ら
い
、
次
の
世
代
で
は
B
に
与
え
、

D
か
ら
も
ら

っ
て
、
こ
れ
を
無
限
に
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
…
…
」

つ
ま
り
、

女
性
交
換
の
往
復
が
世
代
を
わ
た
っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
と
、
こ
の
婚
姻
シ
ス
テ

ム
に
は
三

つ
以
上
の
外
婚
集
団
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
上
記
説
明
中
の
後
半
に
注
目
す
る
と
、
C
の
集
団
の
男
の
妻
は
、
あ
る

世
代
で
は
B
か
ら
、
次
の
世
代
で
は
D
か
ら
と
、
B
と
D
の
集
団
か
ら
世
代
毎
に

交
代
し
て
婚
入
し
て
く
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
増

野
新
切
遺
跡
の
婚
入
者
と
同

一
の
構
成
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
応

関
係
は
、
図

一
一
の
口
の
様
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
か
ら
、
増
野
新
切
遺
跡
を
始
め
と
す
る
天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
の
集
団
は
、

父
系
父
方
交
叉
イ
ト
コ
婚
を
、
そ
の
婚
姻
形
式
と
し
て
採
用
し
て
い
た
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
の
埋
甕
集
団
と
そ
の
構
成
、
及
び
婚
姻
形
式

を
結
論
づ
け
ら
れ
る
が
、
他
地
域
の
遺
跡
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
三
章
で
紹
介
し

た
与
助
尾
根
遺
跡
で
は
、
埋
甕
の
導
入
が
集
落
末
期
で
あ
り
、
埋
甕
集
団
の
系
列

は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
埋
甕
と
土
偶
が
祭
祀
領
域
に
お
い
て
同

一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
あ
る
こ
と
、
住
居
群
の
構
成
と
関
連
し
た
分
布
よ
り
、
対
称

的
で
あ
る
こ
と
、
以
上
よ
り
、
与
助
尾
根
遺
跡
の
女
性
達
が
、
埋
甕
集
団
と
土
偶

集
団
と
い
う
対
称
的
な
二
つ
の
集
団
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
増
野
新
切
遺
跡
集
団
の
系
列
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
系
列
と

対
応
す
る
も

の
は
、
埋
甕
、
土
偶
各
集
団
の
内
部
で
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

　
ニ　
　
　

の
で
あ
る
。
又
、
八
ケ
岳
南
麓
に
位
置
す
る
曽
利
遺
跡
で
は
、
埋
甕
埋
設
土
器
の

底
部
形
態
が
、
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
内

一
例
を
除
い
て
全
て
同

一
で
あ
る
。

土
器
形
態
に
増
野
新
切
遺
跡
と
同
様
の
意
味
を
与
え
る
な
ら
ぽ
、
埋
甕
集
団
は

一

系
列
で
あ
る
と
い
え
る
。
神
奈
川
県
川
崎
市
の
潮
見
台
遺
跡
も
同
様
で
あ
る
。
東

　
ヨ
　
　

京
都
町
田
市
の
鶴
川
J
地
点
遺
跡
で
は
、
埋
甕
祭
式
と
土
偶
祭
式
が
オ
ー
バ
ー
ラ
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ッ
プ
し
、
系
列
の
抽
出
を
困
難
と
し
て
い
る
。
各
地
域
各
遺
跡
に
多
数
の
埋
甕
を

み
る
が
、
そ
こ
か
ら
埋
甕
集
団
や
そ
の
構
成
を
復
原
で
き
る
見
透
し
を
持
つ
も
の

は
少
な
い
。
又
、
分
析
対
象
の
性
格
上
、
地
域
的
に
ま
と
ま

っ
た
資
料
を
必
要
と

す
る
。
こ
の
様
に
、
先
に
は
困
難
な
状
況
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
資
料
の
増
加
、

分
析
視
点

の
開
発
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

天
竜
川
水
系
諸
遺
跡
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
資
料

の
増
加
と
、
土
器
形
式
の

細
分
、
集
落

の
具
体
的
変
遷
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
集
落
群
を
抽
出
し
、

そ
こ
に
お
け
る
埋
甕

の
動
態
か
ら
、
婚
姻
集
団
の
実
体
を
追
求
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

-

、

2

、

注

『
長
野
県

中
央
道

埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書
』

日
本
道
路

公
団
名

古

屋
建
設
局

長

野
県
教
育
委

員
会

の
シ
リ
ー
ズ

は
、

『中
央
道
埋
文
報

告
書
』

と
す

る
。

埋
甕

は
構
築

さ
れ
、
使

わ
れ
、
廃

さ
れ
る
。
埋
甕
と

い
う
形

で
残
さ

れ
た
活
動

は
、

こ
の
三
段
階

か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
各

々
に
特
定

の
集
団
を
想
定
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
本
稿

で
は
、

そ
れ
を
埋
甕
集
団
と
呼
ぶ
。
以
後
、
埋
甕

の
残
存
形
態

か
ら
埋
甕
集
団
及
び

そ
の
構

成
を

復
原
す
る

の
で
あ
る
が
、
埋
甕
が
何

に
、
ど

の

様

に
使
用
さ
れ

た
の
か
、
今

日
ま

で
決
定
的
な
証
拠
は
な

い
。
本
稿

に
お

い
て
主

要
な
分
析
対
象
を
埋

甕
の
構
築
方

法
に
お

い
て
い
る

の
で
、

そ
れ
よ
り
抽
出

さ
れ

た
集
団
、

そ
の
構
成

に
は
、

必
然

的
に

「
埋
甕
構
築
集
団
」
と

い
う
条
件
を
付
与

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

又
、
上

記
三
活

動

の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
重
な

る
場
合
も

あ
ろ
う
し
、

そ
れ

に
対
応

し
て
集

団
も

一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う

で
な

い
場

合
も
あ
る
。
も

っ
と
も
、

そ
の
区
別

は
埋
甕
に
お

い
て
現
在
不
明

で
あ

る
が
、
作

業

上
、
三

つ
の
活
動
カ

テ
ゴ
リ

ー
と
対

応
す
る
個
別
集
団
を
想
定
し

て
お

い
た
方

が
良

い
と
思
わ
れ
る
。

「
埋
甕
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
に
は
、

屋
内

に
設
け
ら
れ
る
も

の
と
、
屋
外

の
も

の

3

、

4

、

5

、

6

、

7

、

8

、

9

、

10

、

の

二
通
り
あ
る
が
、
構
築
場
所

の
差

異
は
、
遺
構
属
性

に
対
す
る
根
本
的
差
異
を

表

わ
す

の
で
、
本
稿

で
は

「
屋
外
埋
甕
」

は
分
析
対
象
と
し

て
い
な

い
。
よ

っ
て
、

「
従
来

の
研
究
」

に
お

い
て
も

「
屋
内
埋
甕
」

の
研
究

に
限
定
し
た
。
な
お
、
屋

外

埋
甕
に

つ
い
て
は
、
山
本

暉
久
氏

の
研
究
が
詳
し

い
。
山
本

暉
久

「
縄
文
時
代

中
期
末

・
後
期
初
頭
期

の
屋
外
埋

甕
に

つ
い
て

(上
)

(下
)
」

『信
濃
』

二
九
巻

第

一
一
・
一
二
号

一
九

七
七
年
。

代
表

的
論
考

に
、
渡
辺
誠

「
原
初

の
神

々
」

『
講
座

日
本

の
古
代
信
仰
』
第

二
巻

一
九
七
九
年

学
生
社

が
あ

る
。

代
表

的
論
考

に
、
木
下
忠

コ
戸
口
に
胎
盤
を
埋
め

る
呪
術
L

『
考
古
学
ジ

ャ
ー
ナ

ル
』
四
二

一
九

七
〇
年

が
あ

る
。

水
野
正
好

「
埋
甕
祭
式

の
復
原
」

『
信
濃
』
三
〇
巻
第
四
号

一
九
七
八
年
。

一
般

に
出
入

口
部
と
報
告
さ
れ

て
い
る
部
分

は
、
実
際

に
は
推
定
さ
れ
た
も

の
で

あ

る
。
し
た
が

っ
て

「
出
入

口
推
定
部
」
と
記
す

の
が
正
し

い
が
、
煩
雑

で
あ
る

の
で
以
後

「
入

口
部
」
と
記
す

こ
と

に
す
る
。

久

保
常
晴

伊
東
秀
吉

関
俊
彦

『
潮
見
台
遺
跡
』

一
九
七

一
年

中
央
公

論
美

術
出
版
。

「
埋

甕
」

に
対

し

て
、
民
族
学
成
果

の
導
入
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
、

民
族
誌
事

例
と
発
掘
所
見

の
比
較
と

い
う
形

で
展
開
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
場
合
、

時

間
と
空
間
を
隔
て
た

「
生
」

の
資
料
を
そ

の
ま
ま
で
使
用
で
き
る

の
か
ど
う
か
、

と
い
う
問

題
が
あ
る
。
民
族
学
援
用

の
問
題
に
関
し

て
は
、
大
林
太
良

「
縄
文
時

代

の
社
会

組
織
」

『
季
刊
人
類
学
』

ニ
ー

二

一
九
七

一
年

の
中
で
触
れ
ら
れ

て
い
る
。
民
俗

誌
例
を
比
較

の
対
象

に
す
る
場
合
、
民
俗
誌
例
自
体

の
歴
史
を
検

証
す

る
必
要

が
あ

る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
文
献
史
学

と
考
古
学
に
よ

っ

て
可
能

で
あ

ろ
う
。

室
内
空
間

の
分

割
は
、
主

に
柱
穴
、
炉

の
位
置

、
中
軸

線

の
位
置
か
ら
便
宜
上

設

定
し

た
。
図

二
参

照
。

諏
訪
山
遺
跡

一
二
号
住
居

趾
に
み
ら
れ
る

(埼

玉
県
岩
槻
市
)
。
『埼

玉
県
遺
跡

調

査
報
告
』
第

八
集

一
九

七

一
年
。
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11
、
資
材

の
変
形
、
及
び
資
材

、
時
間
、
空
間
、
集
団
を

一
定

の
方
法

で
組
織
す

る

こ

と
。

12
、
神
村
透
氏

に
よ

っ
て
資

料

の
集
成
、
整
理
が
行
な
わ
れ
、
成
果

が
あ
げ
ら

れ
て
い

る
。
神
村
透

「
埋

甕
と
伏
甕
ー

そ

の
ち
が

い
ー
」

『
長
野
県
考
古
学
会
誌
』

一
九

・
二
〇
合
併
号

一
九
七
四
年
。

13
、
連
帯
的
活
動

の
場
合

は
、
活

動

の
方
法
を
共
有
す
る

こ
と
自
体

が

一
つ
の
目
的

と

な
り
、

そ
の
時

空
の
拡
が
り
が
問
題
と
な
る
。

14
、
注

1
参

照
。

15
、
遮
那
藤
麻
呂

・
金
井

正
彦

「
4
増
野
新
切
遺
跡
」

『
中
央
道
埋
文
報
告

書
』

下

伊
那
郡
高
森

町
地
内

そ

の
2

昭
和
四

七
年
度

一
九

七
三
年
。

16
、
住
居

趾
の
編
年

、
戸

数
は
注
15
の
文
献

に
よ
る
。
改
築

に
よ

る
重
複
住
居

は
、

一

基

と
し
て
い
る
。

17
、

八
木
光
則

「
縄
文

中
期

集
落

の
素
描
ω
1
信
濃
伊
那
谷

に
お

け
る
集
落
共

同
体
を

め
ぐ

っ
て
」

『
長
野
県
考
古
学
会
誌
』

二
五

一
九

七
六
年

に
よ
る
。

18
、
神
村

透
氏

は
、
屋
内

埋
設
土
器

の
内
、
入

口
部

に
あ

る
も

の
を

「
埋
甕
」
、

そ
れ

以
外

の
位
置

で
正
位

の
も

の
を

「
特
殊
埋
甕
」
、

逆
位
底
部
穿

孔

(
穿
孔

の
な

い

も

の
も
少
数
例
あ
る

の
を
含
む
)

の
も

の
を

「
伏
甕
」

と
し
て
い
る
。
神
村
注
12

二

一
頁

。
私

も

こ
の
用
語

に
従
う
。
な

お
、
本
稿

で
は
分
析
対

象
を

「
埋
甕
」
に

限

る
。

19
、
土
器
形
態

α
、
β

、

γ
を
八
木
光
則
氏

の
編
年

(
八
木
注

17
)

に
従

っ
て
区
分
す

る
と
、
1
期
1

α
五
例
、
β

一
例
、

γ
六
例
、

皿
期

1

α
五
例
、
β

六
例
、

γ

一

〇
例
、
W
期
1

α

一
例

と
な
る
。
β

は
明
ら

か
に
新

し
い
傾
向

で
あ
る
。
な
お
、

β

を

α
の
変
異
形
と
し
、
土
器
形
態

の
差
異
を
底
部
欠

損

の
有

無
と
し

て
捉
え
る

と
、
各

期
に
お
け
る
底
部
有
無

の
比
率

は
、

一
対

一
と
な
る
。

こ
れ
は
埋
甕
集
団

を
考

え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な

る
。

20
、
埋
甕
も
入

口
部
に
位
置
し

て
い
る
為

に
、
住
居
廃

絶
時

の
祭

祀
と
推
定
さ
れ
る
か

も

し
れ
な

い
。
し
か
し
分
析
さ
れ

た
時

間
特
性

か
ら
そ
の
推
定
は
不
可
能

で
あ
る
。

21
、
石
柱
石
壇
は

一
般
的

に
奥
室

に
位
置

す
る
。
縄
文
時
代

中
期

の
祭
祀
遺
物

の
位
置
、

22

、

23

、

祭
式

の
展
開

に
関

し
て
は
、
長
崎
元
廣
氏

の
論
考

に
詳

し
い
。
長
崎
元
廣

「
八
ケ

岳
西
南
麓

の
縄
文

中
期
集
落

に
お
け
る
共

同
祭
式

の
あ
り
方

と
そ
の
意
義

(上
)

(下
)
」

『
信
濃
』

二
五
巻
四
、
五
号

一
九

七
三
年
。

神
村
透

・
他

「
4
尾
越
遺

跡
」

『
中

央
道
埋
文
報
告
書
』
飯
島
町

・
高
森
町

.
阿

智
村

そ
の

一

昭
和
四
六
年
度

一
九

七
二
年
。

但
し
、
形
態

不
明

一
例
を
除
外

し
て
い
る
。
増

野
新

切
遺
跡

で
は
、

一
(有
)
対
○

・
九

(無
)
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
天
竜

川
水
系
諸
遺
跡

で
こ
の
様
な
埋
設
土
器

の
形
態
差

異
を

展
開
す
る
遺
跡
を
挙
げ

る
と
、
㈲
庚
申
原

皿
遺
跡

(下
伊
那
郡
松

川
町
)

1

一
(有
)
対

一
・
七

(無
)

(総
数

八
例
)
、

ω
中
原

-
遺
跡

(下
伊
那

郡
松

川
町
)
1

三
例
中
全
て
有
、

と
な

っ
て
い
る
。

又
、
㈲
北
方

-
遺
跡

(駒

ケ

根
市
)

で
は
、
埋

設
土
器
の
大
小

が
上

記
諸
遺
跡

の
底
部

の
有
無

に
対
応
す
る
。

大
小

は
欠
損
範
囲

に
よ

っ
て
い
る
が
、

そ
の
比
率

は
、

一

(小
)
対

一
.
三

(大
)

(総

数
九

例
)

で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
遺

跡
で
は
底
部
を
欠
損
し
な

い
も

の
二
例
、

他

の
土
器
底

部
で
充
墳

す
る
も
の

一
例

と
、
大
小

以
外

の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
も
あ
り
、

状

況
を
複
雑

に
し
て

い
る
。
隣
接

す
る
㈲

富
士
山

遺
跡

に
も
大
小

の
差
異

が
観
察

さ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題

の
増
野
新

切
遺
跡
に
隣

接
す
る
㈲
増
野

川
子
石
遺
跡

で

は
四
基

の
住
居
趾
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
埋
甕
は
出
土
し
な
か

っ
た
。

こ
の
様

な

埋
設
土
器

の
形
態
差
異
、
変
遷
は
、
上
記
し
た
諸
遺
跡
以
外

に
も
知
ら
れ

る
。

し
か
し
、
形
態
差
異

の
比
率
に
お
い
て
、
あ
る
程
度

の
変

異
が
認
め
ら
れ

る
。
全

体

数

の
少

な

い
も

の
や
、
単

一
の
時
期
に
構

築
さ
れ
た
住
居
群

で
の
比
率

は
、
保

留

す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

㈲

矢

口
忠
良

「
庚
申
原

豆
遺
跡
」
、

⑮

岡
田
正
彦

「
中
原
-
遺
跡
」

『
中

央
道

埋
文
報
告
書
』
下
伊
那
郡
松
川
町
地
内

昭
和
四
七
年
度

一
九

七
三
年
。
㈲
④

『
大
城
林

・
北
方

1

・
皿

・
湯
原

・
射
殿
場

・
南
原

・
横

前
新
田

・
塩
木

.
北
原

富
士
山

緊
急
発
掘
調
査
報
告
』

一
九
七
四
年

駒
ケ
根
市
教

育
委

員
会

南

信
土
地
改
良
事
務
所
。

㈲
酒
井
幸
則

「
5
増
野
川
子
石
遺
跡
」

『
中
央
道
埋
文
報
告
書
』
下
伊
那
郡
高

森
町
地
内

そ
の
2

昭
和

四
七
年
度
、

一
九

七
三
年
。
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24

、

25

、

26

、

27

、
2928
、 、

 

30

、
333231
、 、 、

363534
、 、 、

3837
、 、

北
方

-
遺
跡

で
は
二
個

の
埋
甕
が
並
列
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く

、
住

居
は
改
築
さ
れ

て
い
な
い
。
又
、

一
例

で
あ
る
が
、
並
列
と
直
列

が
組

み
合

わ
さ

っ
た
も

の
が
あ

る
。

し
か
し
、
報
告
を
分
析
す
る
と
、
新

旧
二

つ
の
住
居

の
も

の
が
混
在
し
た
様

で
あ

る
。

桐

原
健

「
土
偶
祭
祀
私
見
」

『
信
濃
』
三

〇
巻

四
号

に
土
偶
出
土
状
態

の
集
成

が
さ
れ
て

い
る
。

伴
信
夫

.
平
出

一
治

・
木
下
平

八
部

「
9
荒
神

山
遺
跡
」

『
中
央
道
埋
文
報
告
』

諏
訪
市

内
そ

の

一
、

そ
の
二

昭
和
四
八
年
度
、

一
九
七
四
年
。
岡

田
正
彦

・
他

「
6
荒
神
山
遺
跡
」

『
中
央
道
埋
文
報
告
書
』

諏
訪
市

そ

の
三

昭
和
四
九
年
度

一
九
七
五
年
。

気
賀

沢
進

一
.
小
原
晃

一

『
原

垣
外
遺
跡
』

一
九
七
八
年

南
信
土
地
改
良

事
務
所

駒
ケ
根
市
教
育
委
員
会
。

神
村
注

12

の
中

で
南
信
地
方

の
埋
甕

の
地
域
性

が
論

じ
ら
れ

て
い
る
。

宮
坂
英

弍

「
与
助
尾
根
遺
跡

の
発
掘
調
査
」

『尖

石
』

一
九
五
七
年

茅
野

町
教
育
委

員
会

。

水

野
正
好

「
縄
文
時
代
集
落
復
原

へ
の
基
礎
的
操

作
」

『
古
代
文
化
』
第

二

一

巻

三

・
四
号

一
九

六
九
年
。

長
崎
注

21
。

こ
の
前

提
は
、
祭
祀
遺
物
、
遺
構

の
分
布

に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
。

大
林
注

8
で
縄
文
時
代
祭
祀
遺
物
、
遺
構

へ
の
民
族
学

か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
さ

れ

て
い
る
。
又
、
長
崎
注

21
に
諸
研
究
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

南

信
地
方

に

一
般
的
に
み
ら
れ
る
。

原
嘉
藤

・
藤

沢
宗
平

編

『
唐
沢

・
洞
』

一
九

七

一
年

長
野
県
考
古
学
会
。

ク

ロ
ー
ド

・
レ
ヴ

ィ
H

ス
ト

ロ
ー

ス

「
家
族
」

『
文
化

人
類
学
リ
ー
デ

ィ
ン
グ

ス
』

原

ひ
ろ
子
訳

一
九

六
八
年

二
五
頁

誠

信
書

房
。

ク

ロ
ー
ド

・
レ
ビ

ィ
ーー

ス
ト

ロ
ー

ス
注

36

二
五
頁
。

藤
森
栄

一

「
14
池
袋

・
曽
利
遺
跡
」

『
井
戸
尻
』

一
九
六
五
年

中
央
公
論

美
術
出
版
。
武

藤
雄
六

・
他

『
曽
利
』
第
三
、

四
、

五
次
発
掘

調
査
報
告
書

39

、

一
九
七
八
年

長
野
県
富
士
見
町
教
育
委
員
会
。

大
場
磐
雄

・
永
峯
光

一
・
小
出
義
治

編

「鶴
川
J
地
点
」

一
九
七
二
年

鶴
川
遺
跡
調
査
団
。

『鶴
川
遺
跡
群
』
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Summary

ThispaperdealswiththestructureofthegroupwhobuiltUmegame(buriedpottery)

andthemarriagesystemofthosedaysbyanalyzingthemethodoftheconstructionof

indoor-typeUmegamefoundintheruinsofthelatterhalfofmiddlejomonagelocated

intheareaoftheTenryuriversystem.


